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序章　州で一番の占者












「どうした？　なにが見えた？」

　天翔る麒麟が彫られ、ところどころ宝石が埋めこまれた壮麗な玉座に腰掛けたその男は、頬杖をつきながら問いかけてきた。ごく短い言葉だが、耳を打ったその怜悧な声に紅稟こうりんは恐ろしさを覚え、冷たい汗が背中を流れていく。

　神秘的に見えるよう、すました表情を顔に貼りつけて感情を隠すのは得意だが、目の前にいる男の前では無意味であった。驚きのあまり瞳孔が開き、爪紅を塗った細い指先が震える。

　――皇帝陛下の運命の相手を占ってほしい。

　その依頼を引き受けたことを今さらながら後悔する。

（まさか、こんなことになるなんて）

　ばくばくと、痛いくらいに紅稟の胸が鼓動を打ち鳴らした。

　なにかの間違いかもしれないと何度占ってみても結果は同じで――皇帝陛下の運命の人は、紅稟だった。






　　　　◆　　◆　　◆　　◆






　広大で肥沃な大陸には大小様々な国がひしめきあい、長きにわたり戦争を繰り返していた。

　しかし、とある国がその乱世に終わりを告げた。その国が圧倒的な武力で十数にもおよぶ国を次々と倒し、この大陸全土が麒き帝国に統一されて十年以上が経とうとしていた。

　紅稟が生まれたのは麒帝国の片隅にある小さな州である。

　かつて国として独立していたこの州は、民のほとんどが占いに秀でた不思議な力を持つ変わった土地だった。帝国に吸収される前、迫りくる軍勢をどうするかさえ占いで決め、降伏することを選んだのである。

　戦わずして服従を選んだ国に対し帝国軍は寛大で、州として自治を認められた。抵抗して征服された国に比べれば税率も低い。

　独立国ではなくなったものの、無駄な血を流すことはなかったし、むしろ帝国軍の庇護下に入ったことで周囲から襲われる心配もなくなった。当時、紅稟はまだ子供で情勢もよくわかっていなかったが、大人たちが「これでよかった」と言っていたのを覚えている。

　ともあれ紅稟には激しい戦の記憶などなく、二十四歳になるまで穏やかに生きてきた。

　紅稟の占いはよく当たった。この民族の中でも類い希なる能力の持ち主で、百年に一度の割合で生まれてくる才能と人びとに呼ばれた。

　高位の占者として重宝され、占ってほしいとわざわざ遠くから訪れてくる者が絶えなかった。

　そんなある日のこと、徴税の時期でもないのに集落に官吏がやってきた。しかも身なりから中央から来た高官であることは明らかで、何事かと大騒ぎになる。

　紅稟もなんだか胸騒ぎがして、落ち着かなかった。ろくなことにならない気がすると脳内で警鐘が鳴っている。

　嫌な予感は当たるもので、官吏を見かけた二時間後に紅稟は州の長である州牧しゅうぼくから呼び出された。州牧の顔色は青ざめて覇気がない。

「あの役人のことでしょうか？　一体、なにがあったのです？」

　州で一番偉い人とはいえ、実は紅稟と親戚関係にあり、幼い頃からよく顔を合わせていた。敬いつつも州牧とは気さくに話せる。

　州牧は眉間に皺を寄せながら紅稟に語りかけた。

「陛下のことは、どのくらい知っている？」

「皇帝陛下ですか？　それはもう恐ろしいお方だということしか……」

　麒帝国の皇帝は麒き董星とうせい。彼の祖父から三代をかけてこの大陸を統一した覇王である。

　刃向かう者は容赦せず、一切の慈悲もなく残忍に粛清していったというのは有名な話だ。まさに屍山血河の光景がいたるところで見られたとか。

　降伏を選んだこの州は平和であったが、抵抗して戦をした国の末路はもう酷いものだった。当時行われた敵将への処刑方法なんて、聞くだけで吐き気を催すほどである。

　紅稟は会ったこともない皇帝陛下に対し、畏怖の念を抱いていた。

「その陛下だが、三十七歳になるにもかかわらず後宮は未だに空だそうだ」

「えっ」

　紅稟は驚きの声を上げる。

「陛下にそのつもりがなくても、後宮というのは臣下がそれなりの女性をみつくろって妃を入れるものですよね？　それが、どうして空だなんて……」

　皇帝が崩御すれば、その時後宮にいた妃たちは出ていくので一時的に空になる。

　しかし、現皇帝が玉座に着いたのはもうだいぶ昔のことだ。今、後宮に誰も妃がいないなど考えられない。

　いくら陛下が残忍な男とて、妃の座に納まりたい女性はたくさんいるはずだ。そもそも貴族の娘なら、父親に命令されれば自分の意思に関係なく後宮に入ることになるだろう。

「それが、陛下は何年も前に後宮にいた妃を全員追い出してしまったらしい。しかも、お世継ぎもいらっしゃらない。今のままでもしも陛下がお倒れにでもなったら、せっかくの平和がたちまち崩れ落ちるだろう」

「確かに、その通りですね」

　残酷で冷徹な麒董星を恐れているからこそ、民は厳しい法律にも従うのである。

　董星には弟がいるが、なんとも気が弱いという噂だ。董星亡き後にその弟の血族が即位しようものなら舐められて謀反が起こることは容易に想像できた。

　大陸統一にあたり董星は恨みを買いすぎた。戦争に負けて帝国に吸収されてしまった国なんて、皇帝が無能な者に代われば再び牙を剥くに決まっている。

「せめて直系のお世継ぎがいればと官吏たちも陛下に進言しているらしいが、聞く耳を持たないらしい。困りはてて、とうとう私のところに話がきた。どうやら、陛下の運命の女性を占ってほしいとのことだ」

「なるほど……。占いに頼りたいのですね」

　紅稟は納得がいったように頷く。

　大陸広しといえど、占いを得意とする民族は自分たちだけだ。よく当たると評判で、この州の収益の実に八割が他州から占ってもらいにやってくる人たちによってもたらされていた。

　皇帝の良縁を占うにあたり、自分たちに声がかかるのはもっともだ。

「陛下は占いには興味がおありでないようで、ここが帝国領になった時も我々の力は不要だと伝えられた。今になって声がかかるということは、側近たちは藁にも縋りたい気持ちなのだろう」

　占者を参謀として政に用いる王も珍しくはない。しかし、この国の皇帝は占いを信じていないようだった。

　そのおかげで、この州は今まできな臭い政に巻きこまれることもなく平和を謳歌していた。

　とはいえ、皇帝である董星に御子がいないのはゆゆしき問題である。難関の国試を突破した猛者たちが頭を悩ませ、妙案をめぐらせても董星はその気にならなかったのだろう。

　ならば占いに頼ってみようと思ったのかもしれない。胃を痛くする官吏の姿が目に浮かぶようだ。

　事情を推測した紅稟の顔を見て、州牧はうんうんと頷く。

「ともあれ、陛下を占うのであれば我が州で一番有能な占者を出さざるを得まい。紅稟、行ってくれるか？」

「かしこまりました。この州を出るのは初めてなので不安もありますが、私はいつも通りに占うだけです。最善を尽くしましょう」

　紅稟は胸の前で手を合わせて拱手きょうしゅし、礼をする。

「おそらく、あの官吏たちと一緒に行くことになるのですよね？　準備をしてきます」

「ああ、よろしく頼む」

　立ち上がるとさっそく家に戻ることにする。

　その途中で顔相見を得意とする妙雨みょううに出会った。紅稟は彼女に事情を話す。

「なるほど、それは大変ね。あの恐ろしいと噂の皇帝陛下を相手にするんじゃ、命がいくつあっても足りなそうだわ。でも大丈夫、死相は出ていないわよ」

「よかった……」

　それを聞いて、紅稟は胸を撫で下ろした。

　死相というのは侮れない。今までの経験上、近々死ぬ運命にある人間の九割に死相が出る。予想できない唐突な死というのも稀に存在するけれど、死相が出ていないと言われると安心するものだ。

　紅稟も顔相を見ることはできるが、どんな凄腕の占者でも自分自身を占うことは不可能だった。そういう摂理なのだという。

　だから占者が自らの運命を知りたい場合、他の誰かに占ってもらう必要があった。ちょうど顔相見が得意な妙雨と出会えたのは幸運である。

（死相が出ていないのなら、私の占いの結果が気にくわなかったからといって、いきなり陛下に殺されることはなさそうね）

　そんなことを考えていると、妙雨が言いづらそうに伝えてきた。

「死相は出ていないけれど、受難の相は濃く出ているわよ」

「まあ、あの陛下を占いに行くという時点で受難だもの。当然よ」

　あきらめたように溜め息をつく。

　紅稟の人生において、これ以上の受難はない。受難の相くらい出るだろう。

「それもそうね。出発は明日なの？」

「私は官吏の人と直接話したわけじゃないから、わからないわ。でも、官吏って忙しいんでしょう？　ここから王都まで何日もかかるし、官吏も今日はこの村に泊まるとしても、明日には私も一緒に出ることになると思う」

「気をつけて。幸運を祈っているわ」

「ありがとう。私がいない間、お母さんをよろしくね」

　妙雨に挨拶をして家に帰る。

　扉を開ければ美味しそうな匂いが鼻に届いた。母親の得意料理である肉団子の汁物だろう。

「ただいま、お母さん」

「お帰り、紅稟。お疲れ様。州牧に呼ばれるだなんて、なんの用事だったの……って、あら。受難の相が濃くなっているわね」

　紅稟の顔を見ながら母親が小首を傾げる。母も顔相を見られるので、すぐに気付いたのだろう。

「濃くなったって言いかた、まるで前から出ていたみたい」

「ええ、出ていたわよ。大したことがなさそうだから放っておいたのだけど……これは……うん。ちょっと酷いわねぇ」

　紅稟の顔を覗きこみながら母親が眉根を寄せる。

「実はね……」

　紅稟は州牧にされた話を伝えた。

「ああ、そういうことなの。あなたが自分の意志で運命を決めたから、受難の相が濃くなったのね」

　顔相というのは奥が深く、生まれ持った顔の形から見る相と、その時点で担う運命が顔に出る相がある。受難の相や死相というのは後者で、出たり消えたりするのだ。

　たとえば、強すぎる死相は回避不能だが、弱い死相なら行動を改めれば運命を変えられる。そして紅稟の場合、前々からわずかに受難の相が出ていたようだが、先程州牧に是と返事をしたので相が濃くなってしまったのだろう。

「でも、死相は出ていないから安心していいわよ」

「それならよかった。実はさっきも妙雨に視てもらって、死相が出てないって言われたの。お母さんもそう言ってくれるなら、安心して行けるわね」

　この州で一番の占者は紅稟であるが、母親もかなりの占者だ。顔相占いが得意な妙雨も紅稟に死相は出ていないと言っていたし、自分はまだ死ぬ運命ではないのだろう。

「明日には出発するかもしれないから、準備しちゃうね。でもその前に……」

「ご飯でしょう？　今、準備するわね」

「ありがとう！」

　王都へ旅立てば母の手料理とはしばらくお別れだろう。紅稟は愛情たっぷりの夕餉を味わった。






　　　　◆　　◆　　◆　　◆






　翌日、州で一番の占者として官吏に紹介された紅稟は、予想通りすぐに発つことになった。

　王都までは長い旅路となる。豪華な馬車でなくて構わないから、せめてそれなりのものでありますように……と祈りながら連れていかれた先には、今まで見たことないほど大きな馬車が停まっていた。紅稟は瞳を輝かせる。

　なにせ、屋根も覆いもあるのだ。これなら道中の雨風は気にしなくてすむ。

「それでは、行ってきます」

　すっかり上機嫌になった紅稟は見送りに来てくれた母親たちに挨拶をすると、官吏と一緒に馬車に乗りこむ。そして一行は出発した。

　車中にいるのは、紅稟の他には中年の官吏が二人だけだ。年頃の女性なら普通は警戒するだろう。

　しかし、彼らは陛下を結婚させようとわざわざ辺境の州まで訪ねてきたのだ。陛下を占うという重要な任務を持つ占者に手を出すとは思えないので、紅稟はくつろいだ様子で馬車に揺られる。

（そういえば、この人たち覇気がないわね）

　官吏は二人とも疲れた顔をしていた。特別な力で視なくても、彼らが本調子でないことは誰にだってわかる。

　手持ち無沙汰の紅稟が何気なく彼らの顔を眺めていると視線が交わる。すると、官吏の一人が訪ねてきた。

「紅稟と言ったな。そなたの占いが当たるというのは真か？」

「……おかしなことを聞くのですね。噂を聞いたから、わざわざ我が州まで足を運んだのでは？　私のことが信じられないというのであれば、すぐにでも引き返しますが」

　ここで下手に出れば、道中ずっと舐められてしまう。そもそも疑われるのは面白くないので、不快感を隠さずに眉根を寄せた。

　そんな紅稟を見た彼はすぐに謝る。

「い、いや、すまない。占いなど頼りにしたことはないから……。それでは、俺を占えるか？」

「無料では占えません」

　紅稟はきっぱりと断った。

　占いで金を稼いでいる身だ。勅命ならともかく、官吏ごときを占ってただ働きをするつもりはない。

「なんだと？　お前が無能な占者なら、俺の首がはねられるかもしれないんだぞ」

　紅稟たちのやりとりを黙って聞いていたほうの官吏が声を荒らげる。

（ん……？）

　ふと、紅稟は彼から妙な気を感じた。これを利用させてもらおうと、すかさず声をかける。

「占いではありませんが、少しだけ私の力をご覧に入れましょう。そちらのあなた、近しい人を去年亡くしましたね。おそらく、父親か母親を」

「……っ！　どうしてそれを……」

　驚いたように、彼が目を瞠った。

「私には特別な力があります。……ああ、とても温かい気を感じますね。亡くなられたかたは、あなたに感謝の意を示していますよ」

「っ、うう……」

　紅稟の目の前で男が泣きだす。小声で「おっかあ」と呟いているので、母親が亡くなったのだろう。

　その様子を見て、もう一人の官吏が信じられないといった眼差しを紅稟に向ける。

「そ、そんなことまでわかるのか……？」

「まあ、亡者の気というのは特にわかりやすいので。近しい間柄ならなおさらです。しかし、あの州の占者なら誰でも持つ能力というわけではありません。あの州でも私は特別なので」

　――占いの才だけではなく、常人には視えないものも視える。

　それこそが、百年に一人だけ持って生まれるという特別な能力だ。安売りするつもりはないが、多少は見せつけておいたほうが今後のためだろう。

　現に、彼らの未来を占ったわけでもないのに、二人の紅稟を見る目が変わっている。

「私は我が州の宝です。私の稼ぎが州を豊かにするのです。ですから、安売りするわけにはいかないとわかってください。ああ、もちろん有料なら喜んで占わせていただきますが」

　にこりと微笑む。

（官吏ならお金をたくさん持っているはずだわ。王都に着くまでは暇だし、少し稼がせてもらおうかしら）

　紅稟の不思議な力を目にした者はだいたいの場合、悩みもないのに「占ってくれ」とせがんでくる。今もその流れがきているだろうと紅稟は思った。

　しかし、彼らは二人とも首を横に振る。

「お前が凄腕の占者ということはわかった。だが、俺個人としては現状に不満はないし、占ってほしいことはない」

「俺もです。俺たちが今一番気がかりなのはこの国の未来なので」

「まあ……」

　てっきり「そんなにすごいものが視えるのなら占ってくれ」と言われると思っていたから、拍子抜けしてしまう。どうやら目の前の官吏たちは、私利私欲より国の未来のほうが大切らしい。

（官吏にもまともな人がいるのね）

　役人なんて民の血税で贅沢している者ばかりだと思っていたが、彼らは違うようだ。紅稟は感心してしまう。

　国を思うからこそ、彼らはわざわざ辺境まで占い師を探しに来たのだろう。

「俺たちのことはどうでもいい。だが、陛下を頼む。お世継ぎがおられなければ、また戦乱の世に戻ってしまう」

　紅稟の実力を認め、無礼な態度を改めた官吏たちが頭を上げる。

（手を抜くつもりなんてないけど、責任重大みたいね）

　厄介だと思いつつ、紅稟は「かしこまりました」と答えた。

















一章　皇帝を視た卦は












　紅稟が自分の州を出てから数日、ようやく王都に到着した。

　王都はきらびやかで、建物ひとつとっても田舎の州とは大違いだ。ただの万屋の店構えさえ面白い。行き交う人も活気に溢れている。

　人が多い場所は明るい念で溢れているから、そういったものを感じとれる紅稟は元気をわけてもらえそうな気分になる。しかし、恨みつらみを圧縮したような陰湿な念もちらほら感じ、陰陽が入り乱れるこの場所が王都なのかと紅稟は身震いした。

　とにかく、いい意味でも悪い意味でも刺激的である。

　王都に着いたからといって、すぐに陛下に謁見するわけではなかった。官吏たちがそこそこいい宿を用意してくれたので、紅稟は大人しく呼び出しを待つ。

　ようやく登殿を許されたのは三日後のことだった。

「田舎者ゆえに、宮中の作法とかよくわからないのですが……。無礼者とか言って、いきなり殺されるとかありませんよね？」

　この三日間、陛下の前に出ても失礼のないように色々と教えてもらえると勝手に思っていたのだが、そんなことはなかった。事前準備もなく、いきなり陛下の前に連れていかれると聞き、いつもは気丈な紅稟も及び腰である。

「陛下は小難しいしきたりをすべて撤廃された。戦時ならば気が立っておられるが、今は平時だ。お前が田舎者というのもわかっているし、失礼な口さえきかなければ大丈夫だ」

「そうなのですか……」

　呼び出しを待っている間、宿の者などに陛下について聞いてみたが、皆口を揃えたように「変わり者」だと言っていた。

　噂では、皇帝のみが許される一人称の『朕』も使っていないらしい。それでは、自分をなんと呼んでいるのだろうか？

（まあ、普通の人ならとっくに女性をみつくろって、世継ぎを作っているでしょうしね）

　直系の世継ぎがいないまま陛下が崩御すれば国が荒れる。そんなことくらい、本人が一番よくわかっているだろう。

　それでも、世継ぎを作るどころか妃を持たないなど、なにか特別な事情があるのだろうか？

（男性器に不調があるとか？　……まあ、占ってみないとなんとも言えないわね）

　不安になりながらも、あれよあれよという間に玉座の間まで着いてしまう。

　途中で身体検査はあったけれど、こんなにも簡単に皇帝に会えるとは思わなかった。もっと厳しい身の周りや手荷物の検認があると思っていたから拍子抜けである。これでいいのだろうかと勝手に心配してしまうほどだ。

　許しがあるまで顔を上げるなと言われたので、紅稟は大人しく俯く。そのまま官吏に腕を引かれて部屋の中央まで連れていかれた。

「ここに座れ」

　小声で呟かれて、跪拝し深々と頭を下げた。占いに使う道具が紅稟の左右に置かれていく。すべてを並べ終えると、紅稟を連れてきた官吏はそのまま斜め後ろに待機した。

　少しの沈黙の後、「頭を上げよ」と声をかけられた。そこでようやく、ゆっくりと顔を上げる。

（わ……。覇気がすごい）

　紅稟は驚いて目を瞠った。

　玉座がある場所は床が高くなっており、五段ほどの階段がある。その階段の上にも下にも武器を構えた兵士が立っていて、荘厳な玉座の後ろには体格のいい兵士が自分よりも背の高い槍を持っていた。ぎらりと光るその穂先は、紅稟の華奢な体など簡単に貫いてしまうだろう。

　もちろん、玉座の間の左右の壁にも兵士たちがずらりと並び、ここまで警護が手厚ければ皇帝に害をなすなど絶対に不可能だと悟る。

（だから簡単に通されたのかしら？　まあ、私を連れてきた官吏が信頼されてるという理由もありそうだけど）

　玉座に座る皇帝の董星が放つ威光はただならぬもので、紅稟は再び頭を下げたくなった。彼の前ではひれ伏したくなる。さすが、大陸を統一した男だ。

　紅稟は董星をじっと眺めた。

　年は三十七と聞いているが、それよりも若く見える。黒々とした髪は艶があり、きりっと吊り上がった眉は男らしい。一重の鋭い目が印象的だ。

　彼は間違いなく、紅稟が今まで出会った男性の中で一番美しかった。

（これは、周囲の女性が放っておかないほどの美丈夫では……？）

　彼はこの国で一番の権力者である上に、顔もかなりの美形だ。顔が醜すぎるがゆえに妻が見つからないわけではなさそうである。

　目をこらせば、足腰の気の流れは普通に見えた。生殖機能に問題はなさそうに思える。

　ただ、頭の上に悪い気が溜まっていた。

（これは、頭痛に悩んでいそうね……）

　そんなことを考えていると、董星の唇が動いた。凜とした、少し低めの声が耳を打つ。

「お前が占者か」

「は、はい。皇命によって辺境の地より参じました……」

「ふん。占いなんぞ信じておらぬが、まあよい。余の運命の女性とやらを占ってみせよ」

（本当に朕とは言わないんだ……）

　そんなことを思いながら、紅稟は「御意にござります」と返事をする。

　紅稟は脇に置かれた水盆を持ち、自身の正面に据えた。水面が揺れ、そこに映った自分の顔がゆがむ。

　数珠を取り出し、じゃらじゃらと手で擦りながら、紅稟は皇帝を見上げた。

　その一風変わった占いの様子を、皇帝も他の者たちも興味深そうに眺めている。

　――実は、こんな占いは存在しない。

　筮竹ぜいちくを使った易や星読み、手相や顔相……様々な占いが存在するが、紅稟は特別なことをしなくても、知りたいと思ったことを視られた。

　しかし、人というのは形のあるものしか信用しない。紅稟がただ視えたと言うだけでは、素直に受け入れてくれないのだ。

　だから説得力を持たせるために、わざと形から入っている。

　まずは見た目――紅稟は爪紅を塗っていた。簡易な化粧なら市井の者もするが、水仕事をすると落ちてしまう爪紅は、それこそ高貴な女性しか塗らない。紅稟が爪紅を塗っているのは、自分で家事をする必要のない、それなりの立場の女性であることを示していた。

　……実際は、事情を知る母親が料理も洗濯もしてくれているわけなのだけれども。

　ともかく数珠を鳴らせば、この鮮やかな爪紅は目につくだろう。もちろん、この数珠だって安物ではない。衣装だって上質な布を貴重な染料で染めたものだ。

　占いに使う水盆は銀製で細やかな模様が彫りこまれており、瑪瑙めのうも埋めこまれていた。

　今の紅稟は凡庸な占者ではできない装いをしている。「ここまで稼げるほどの実力の持ち主」だという先入観を与えることで、占いの信憑性を増していた。

　水盆を使った占いなど珍しいから、さらに興味を引くだろう。実際にはなんの意味もないけれど、それらしく使ってみせるだけできちんと占っているように見えるのだ。

　占いを信じてもらうためには、見た目の説得力も大事なのである。

（さあ、皇帝陛下の運命の相手はどういう人……？）

　心の中で強く願う。それだけで脳裏に浮かぶのだが、わざとらしく手をかざして水盆を覗きこんだ。

　無音になり、自分だけが世界から切り離された感覚に陥る。これが紅稟の持つ不思議な力。

　最初に音が遮断され、光が遮断され、目を開けているのに視界が真っ暗になる。そして、紅稟の望み通り皇帝の運命の相手が視えるのだが――。

「……っ」

　紅稟は息を呑んだ。

　なぜなら、脳裏に浮かんだのが紛れもない自分自身だったからだ。

（は？　なにそれ？　なにかの間違いでは……？）

　動揺しながらも呼吸を整え、再び集中する。

　陛下の顔をしっかりと見て、運命の相手を知りたいと強く願い、世界から切り離されて――そして再び、自分の姿を視た。

（えっ？　え？　どういうこと？）

　何度も何度も占い直す。その紅稟の様子が普通でないことは、その場にいた誰もが気付いただろう。兵士たちが訝しげな視線を紅稟に向ける。

「どうした？　なにが視えた？」

　いつまで経ってもなにも言わない紅稟に業を煮やしたのか、董星が直々に声をかけてくる。

「……っ」

　さすがに、「陛下の運命の相手は私です」なんて言えなかった。

　この国で一番偉い人間の運命の相手がこんな田舎から出てきた占者だなんて、信じてもらえるわけがない。占いを利用し陛下の妃の座を狙った愚か者として、首をはねられるのが落ちだ。

　冷たい汗が背筋を流れていく。自分の心臓の音がうるさいけれど、董星の声ははっきりと耳に届いた。

「正直に申してみよ」

　拒絶は許されないと悟った。皇帝は忙しい。ここでまごまごしていたら、機嫌を損ねて殺されてしまうかもしれない。

　正直に伝えたら死、沈黙しても死。――否、紅稟に死相は出ていないので殺されないかもしれないが、確実に紅稟の州への風当たりは強くなるだろう。無能な占者たちの州の烙印をおされ、今まで優遇されていた税率を上げられてしまうかもしれない。

　ならば、紅稟のとるべき方法はひとつ。

「まことに、まことに恐れながら、わが術の限りを尽くしたのですが……視えませんでした。陛下には運命のお相手がいらっしゃいません」

　震える声で伝えると、周囲の兵士たちが呆れた顔を浮かべる。陛下を結婚させたくて、わざわざ腕利きの占者を連れてきたというのに、運命の相手が視えないと言うのだ。怒りやら呆れやら、よく思われなくて当然である。

「使えない占者だな」

　誰かの呟きに、紅稟の頬がかっと赤くなった。占いの結果に嘘を吐き、さらに恥をかいている。今すぐここから消えてしまいたいと身体を縮こまらせた。

　その場にいた兵士と官吏たちがざわつく中、董星の笑い声が響く。

「くっ……はははははは！」

　周囲の者たちは黙りこんだ。董星はそれはもう愉快そうに声を上げている。気分を害したどころか、上機嫌に見えた。

「なるほど、なるほど。これは確かに優秀な占者のようだな。その通り、余は誰とも結婚するつもりはない。ならば運命の女性など視えなくて当然だ。どこぞの貴族の娘が視えたと言おうものならどうしてくれようかと思ったが、実に結構」

　それはもう、嬉しそうな表情を浮かべていた。この国で一番の権力者の機嫌を損ねずにすんだことに、紅稟はほっとする。

「よいよい、遠路はるばるご苦労であった。こやつの占いは真だと、余が認める。存分に褒美を取らせよ」

「……っ、陛下。たいへん僭越ながら、もう一つ、申し上げたいことが」

　紅稟はしっかりと陛下を見る。

　董星はご機嫌のようだし、このまま褒美をもらって自分の州に戻るのが利口だろう。だが、それを紅稟の矜持が許さなかった。

　保身のためとはいえ、紅稟は自分の占いの結果に嘘を吐いた。占者としての役割を果たしていないのだ。

　ならば、運命の女性を視る以外の点で役に立ちたい。

「ほう？　発言を許す。申してみよ」

　興味深そうに董星が顎をくいっと上げる。

「はっ。人間の身体は血液が巡っておりますが、それ以外にも気という目に見えない力が流れております。この気が循環することで、我々は心身ともに健全に過ごすことが可能です」

「気か。気功術というのは耳にしたことがある」

「はい、その気のことでございます。実はこの気の流れが私には視えまして、陛下の頭の辺りに悪い気が溜まっておられるようです。恐れながら、頭痛にお悩みなのではないかと」

「……」

　ぴくりと董星の片眉が上がる。

　それもそのはず、機密事項である陛下の体調は上層部のみが得られる情報だ。末端の者――ましてや田舎から出てきた占者が知ることではない。

　玉座に腰掛ける董星は頭が痛むそぶりなど見せなかった。それを言い当てたのだから、玉座の間がざわつく。

「それで？　なにが言いたい？」

　肯定も否定もせず、董星が声をかけてくる。

「はっ。僭越ながら私が気の流れを正してみせましょう」

「まさか占者ふぜいがこの場で薬でも煎じるとでもいうのか？　それとも霊験あらたかな水でも出すつもりか？　そんなものは口にはせぬぞ。この玉体に触れることもできぬと思え」

　董星の声に警戒の色が混じる。当然の反応だ。

　もし彼が素直に薬を飲むとか、身体に触れさせることを簡単に許すような迂闊な男だったら、今ごろ玉座に座っているのは別の者だっただろう。

「いいえ、なにも使いませんし、私もここから動きません。私の気と陛下の気を通わせ、気を操り、正しい流れに直すだけです」

「……ふむ」

「ですからどうか、呼吸だけは合わせてください。……吸って、吐いて。……吸って、吐いて」

　紅稟がそう言うと、董星は少しだけ悩んだものの、呼吸を合わせてくれた。目の前の怪しげな占者がなにをするのか興味があったのだろう。

　紅稟は董星と自分の気の流れを合わせようと集中する。

　身体を流れる気の性質は一人一人違っていて、同じ気というものはひとつもない。正反対の気もあれば、似ている気もある。

　もし初対面で会話も交わしていないのに不愉快に感じる相手がいれば、それは身体に流れる気が合わないからであった。気の性質が自分と大きく違う場合、おのずと対抗意識を抱いてしまうのだ。

　そして、董星と紅稟の気はよく似ていた。

　彼の運命の相手が紅稟なだけある。普通なら他人と気の流れを合わせるのは苦労するのだが、すんなりとうまくいった。

（吸う、吐く。吸う、吐く）

　呼吸を合わせ、気の流れを同調させることができれば、相手の気を調整できる。これも紅稟だからこそなせる技で、陛下の頭に留まった気をなんとかほぐしていった。

　紅稟は他人の気の流れを視られるが、だからといって相手の気の流れを正すのは得意ではなかった。

　普段なら、いくら金を積まれてもやらない。紅稟にとってはとても大変な業わざであり、占いで稼げるのだから無理をする必要はないのだ。

　しかし、董星の運命の相手を視よと言われたのに嘘を吐き、期待に添えなかった今、このまま帰るわけにはいかなかった。せめてもの置き土産に、皇帝の頭痛くらい処置をしておきたい。

　あの様子だと薬は効きにくいだろうし、本来の役目を果たせなかったとはいえ、こういう形で董星の役に立てれば官吏たちも少しは納得してくれるだろう。

　……とはいえ、この作業はかなり体力を消費する。

「はぁっ、はぁ――」

　いくら気の波長が合うとはいえ、初対面の相手の気を調整するのは難しい。紅稟の息がおのずと荒くなる。

（いけない、陛下と呼吸を合わせないと……）

　気を調整するのには、まず呼吸をぴったり同じにしなければいけない。紅稟が陛下のゆっくりした呼吸に合わせようとすれば、彼が息を速めてくれた。

（……！）

　それに驚きながらも、紅稟は自分のやるべきことに専念する。

　気の流れを正すのは、何重にも絡まった細い糸を解くような作業だ。

「……っ、はぁ……っ」

　正して、正して、正して――もう気が遠くなりそうだ。

　暑い季節ではないというのに紅稟の額に汗が滲み、目に入る。紅稟の荒い息づかいと、それに重なる陛下の吐息だけが玉座の間に響いていた。その場にいる者たちは固唾を呑みながら様子を見守っている。

（あと……あと少し……っ）

　それなりに時間がかかってしまったが、紅稟を急かす声も、咎める声も聞こえない。

（これで、整ったはず……）

　董星の頭上で留まっていた気の流れがすっきりとし、紅稟はがくりと床に両手をついた。ぽたぽたと、汗がしたたり落ちる。

「……ほう、これはすごい。確かに痛みが引いた」

　董星の声に、「おおっ」と臣下たちがざわめく。

　それもそうだろう。ただの占者が薬も使わず、身体にも触れずに頭痛を治してみせたのだ。

「はあっ、はぁ……」

　無様な姿を晒しているが、誰も注意しない。紅稟は呼吸を整え、疲れ果てた顔を上げた。すると、董星と視線が交わる。

「ふむ」

　彼は顎を撫でると小さく頷いた。口角が上がったその表情は、少し優しげに見える。

「確か、後宮に女人を迎えよと言っていたな？」

　紅稟の斜め後ろに控えていた官吏に彼が声をかける。

「決めた。そこの娘を後宮に迎える」

「……っ？　わ、私……？」

　疲れすぎて幻聴が聞こえてしまったのだろうか？　紅稟は周囲をきょろきょろと見渡すと、官吏が嬉しそうに言う。

「とうとう後宮に女人を迎える気になったのですね……！　ええ、運命の相手でなくても、どんな身分でも結構です！　お世継ぎさえできれば、わたくしめからはなにも言うことはございません！」

「えっ、それはちょっと……」

　皇帝の前だというのに、思わず素で声を上げてしまう。戸惑う紅稟と、にわかに喜ぶ官吏に向かって董星は言葉を続けた。

「だが、妃にするつもりはない。客人まろうどとして迎える。そこの娘は長年余を悩ませていた頭痛を治療できる希有な存在だ。しばし側に置きたいだけのことよ。それに、後宮に女人を迎えよとうるさくてかなわんからな。客人とはいえ女人を迎えるのだ。しばらく、後宮のことで余に諫言はしないように」

　董星がきっぱりと言いきる。その口ぶりからするに、今までさんざん「後宮に女人を迎えよ」と言われ続けたのだろう。妃ではなくても、一応は女性を後宮に入れることで、うるさい臣下を黙らせるつもりなのかもしれない。

「ええ、客人で結構です。まずは後宮に使用人ではない女人を迎えることが大事ですから」

　紅稟の意思などそっちのけで、官吏が董星と話を進める。

「待ってください。郷里に母を残しているので……」

「案ずるな。お前の州には使いを出す。……ああ、もちろん、余はそなたの占い結果に満足しているからな。州、そしてお前の母親への褒美をやろう」

「……っ！」

　董星は紅稟個人に対してではなく、州に褒美を出すと言った。皇帝自らが口にしたのだから、それはもう素晴らしい品を贈ってもらえるのだろう。

（ここで私が帰ると言ったら、州に褒美を贈ってもらえない。それに、嫌だと言ったところでそれが通じるかどうか……）

　どうあがいても、紅稟は董星の言うことを聞くしかない。紅稟が言葉を失うと、彼が「そこな娘を後宮に連れていけ」と命じた。疲れ果てていた紅稟は両脇を抱えられて立ち上がらされると、罪人のように引きずられていく。

（ああ……受難の相って、こういうことだったのね）

　そんなことを考えながら、紅稟は後宮へと連行された。

















二章　後宮の〝客人〟生活って












（これが後宮……！）

　紅稟の集落がすっぽりと入りそうなほど広い土地に、いくつもの宮殿が連なっていた。さすが皇帝の妃が住まう場所とあって、床や柱なども女性が好みそうな華やかな造りとなっている。

　いつ妃を迎えてもいいように、官女など後宮を管理する者たちは常にいて、綺麗にされていた。

　紅稟にあてがわれたのは、本来ならば九嬪きゅうひんが使用する宮にある部屋だ。

　後宮の序列は皇后を一番上として、正一品の四夫人、正二品の九嬪……と一番下の正八品まで続くので、かなりの待遇である。これも董星の命令らしい。

　本来なら妃でない紅稟がそこに住むのは許されることではなく、臣下たちが抗議すべきである。

　だが、世継ぎがいないことによほど焦っているのか、「このまま紅稟が妃に収まってくれたら……」という下心で紅稟に九嬪の部屋を使わせることにしたのだろう。

　長年使われていない部屋だけれども、いきなり紅稟が来たというのに埃すら落ちていない。大きな青磁の花瓶には生花まで飾られている。天蓋付きの寝台は、寝るのも畏れ多い荘厳さがあった。

　普通の女人なら、この後宮を見れば頬を紅潮させて感動するのだろう。欲深い者なら、これを機になんとしても妃の地位をつかみ取ろうと尽力するのかもしれない。

　しかし、紅稟は皇帝の妃なんて地位に興味がないし、平穏な暮らしを望んでいた。いい部屋を用意された程度で、妃になりたいとは思わない。

（いいように利用されたわね……）

　紅稟は溜め息をついた。

　運命の人が視えなかったと伝えた時、董星はとても嬉しそうだった。事情は知らないが、彼は結婚したくないのだろう。

　とはいえ、臣下たちは占いに頼るほど直系の世継ぎを望んでいる。このままでは、臣下たちのとる手段がどんどん過激になるかもしれない。

　だからこそ、董星は九嬪が使用する部屋に紅稟を客人として迎えた。妃ではないのに、妃の部屋を使わせるのだ。

　官吏たちは次の一手を打つよりも、このまま紅稟が妃になるか様子見するだろう。

　本心はどうあれ、董星も官吏もこの状況にひとまず満足している。嫌がっているのは紅稟だけだ。

　まさに、受難である。

（でも、陛下はお忙しいおかた。どうせ、顔を合わせるのは週に一度くらいでしょう。私のことは頭痛を治す便利屋くらいにしか思っていないでしょうしね）

　董星がいつまでも紅稟を妃にしないとなれば、官吏たちはまた新しい手を打つはず。そうなれば、紅稟はお役御免だ。

　それまで、せいぜいこの後宮でいい暮らしをさせてもらおうと思っていたが――。
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　紅稟は信じられないといった面持ちで、自分の膝に頭を乗せる顔のいい男を見ていた。

　あろうことか、董星は一日に最低でも三回は紅稟のもとに顔を出す。最初は一日に一回顔を見せる程度だったのに、気がつけばその回数が増えていた。

　今日はとうとう膝枕をすることになってしまった。「膝を貸せ」と言われて、もちろん紅稟に拒否権はない。

　つい先日は「この玉体に触れることもできぬと思え」と言っていたくせに、こんなに簡単に触れてしまっていいのかと戸惑うほどである。頭は急所なのだから、もっと大切にするべきなのに。

「なぜだろう。お前の側は心地よく感じる」

　束の間の休息時間に、くつろいだ様子で彼が呟く。その周囲には護衛兵や、紅稟の側仕えなどがいて、皆一様に温かい眼差しを向けてきた。
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　紅稟は客人であり、妃ではない。

　しかし董星が特定の女性に興味を持つのは初めてらしく、このままいい関係になり、紅稟が彼の子を産んでくれれば……と側近たちは思っているようだ。直接言われなくても、彼らの視線が物語っている。

　これは紅稟も予想外だった。

（本心では妃にするつもりはなくても、いい感じの姿を見せることで、官吏たちが次の一手を打つのを先延ばしにさせているのかしら……）

　紅稟はそんなことを考えてしまう。

　だが、紅稟の膝に頭を乗せた董星があまりにも穏やかな表情を浮かべるので、結婚を避ける以外の理由もあるのだろうと感じた。

（ずいぶんとくつろいでいらっしゃるわ。私は陛下の運命の相手だもの、側にいるだけで居心地がよくなるのは当然よね）

　紅稟は董星の運命の相手である。この運命の相手になる理由は人によって千差万別だ。

　たとえば、お互いの波長がまったく合わないからこそ相手が気になってしまい、考えているうちに惚れ、運命の相手となる場合がある。

　また、気や性格は関係なく、衝撃的な出会いをしたために運命の相手となることも。

　董星の場合は、紅稟と気の波長が合うからこそ運命の相手になったと思われた。

　董星はこの国を統べる二人といない人物であるが、紅稟だって百年に一人しか生まれない特別な力の持ち主だ。特別な者同士、どこか気の流れが似ていたのだろう。

　気の波長が合う相手というのは、一緒の空間にいるとそれだけで気分がよくなる。よって、董星が紅稟の側を居心地よく感じるのは当然であった。

（だからといって、これは来すぎでは？）

　紅稟を後宮に迎えてからというもの、彼は少しでも時間ができればここに来るようになった。日向に集まる猫のように、居心地のよさを求めて来ているだけなのだが、周囲は勝手に誤解してしまう。

「陛下、お時間は大丈夫なのですか？」

　紅稟は董星に気に入られたいわけではない。そもそも、気に入られたら面倒なことになりそうで困る。

　早くここから出ていってほしいと思いながら声をかければ、返ってきた答えに耳を疑った。

「案ずるな。紅稟に頭痛を治してもらってからというもの、仕事が捗ってな。いっそ、一部の政務を後宮ですることも考えている」

「ここでですか？　陛下はともかく、官吏は後宮へ入れないではありませんか。仕事ができる環境とは思えませんが……」

　基本、後宮への立ち入りは女人と宦官しか許されない。皇帝が来る時のみ特例として護衛兵もついてくるが、それ以外の男性はいかなる理由があっても後宮の門はくぐれなかった。まして、政治にかかわる官吏などもってのほかだ。

　だから、ここで政務をすると支障がでる。紅稟ですらそう思うのだから、頭のいい董星ならわかっているはずだ。

　しかし彼はしれっとした口調で言う。

「後宮に男が立ち入れぬというのは昔からのしきたりなだけで、余が定めたわけではない。どうせここに余の妃はいないし、特例として一部の官吏の立ち入りを認めようかと考えている。この国は余のものだ。妃不在の後宮の掟など好きに変えてもいいだろう？」

「……っ」

　一部の仕事を後宮でするとなれば、もちろん董星と過ごす時間が増えるということだ。

　これ以上彼に居心地のいい空間を提供してしまったら、本当に惚れられてしまうかもしれない。なんといっても、自分は彼の運命の人なのだから。

（後宮で仕事だなんて前代未聞だわ。誰か陛下を窘たしなめないの？）

　紅稟は助けを求めるように、護衛兵に視線を向ける。あの董星が側に置くのだから、彼らは信用できる人間なのだろうし、多少の進言も許されているだろう。

　兵の一人と視線が合えば、彼が口を開く。

「陛下、それは素晴らしき考えかと思います」

「なんで」

　思わず心の声が口をついて出てしまった。紅稟の不満げな呟きに董星がくくっと笑う。

　それを見た官女たちが「あの陛下が笑った」と微笑ましい眼差しを向けてきた。

（いたたまれない……！）

　董星は鈍い男ではなかった。帝国の民として皇帝陛下への忠誠心はあるが、面倒事は避けたいという紅稟の気持ちを薄々感じているに違いない。

　それでも紅稟の側は彼にとって居心地がいいから、簡単に手放すつもりはないらしい。快適な生活のために利用したいのだろう。

（私、いつまでここにいることになるんだろう……って、また気の流れが悪くなっているわ）

　紅稟でも至近距離で注視しなければわからない程度に、董星の頭に悪い気が溜まり始めていた。先日は酷かったが、普通に生きていれば気の流れが悪くなることなど滅多にない。

（皇帝としての重圧か、それとも今までに買ってきた恨みの因果か――どちらにせよ、陛下は悪い気が溜まりやすいのね）

　紅稟は董星に声をかける。

「陛下。頭が痛いのではありませんか？」

「わかるのか？」

「はい。また悪い気が溜まり始めているようです」

「そうか。では治せ。前のように呼吸を合わせればいいか？」

　董星は当然のように命令してきた。

「それでもいいですが、頭に触れさせていただければより早く、簡単に治せます」

「よかろう」

　膝枕をしているくらいなので触らせてもらえるだろうと思っていたが、呆気なく許されて拍子抜けする。

　本来ならば、田舎者が皇帝の玉体に触れるなど許されないことだが、触れたほうが楽に治療できるのでありがたかった。

「それでは、失礼します」

　紅稟が董星の頭に手を置く。

　彼と頻繁に顔を合わせているからか董星の気がなじみ、初対面の時よりは波長を合わせるのが簡単になった。詰まりを治すように気の流れを正していく。

　以前に比べると酷い状態ではなかったので、あっという間に終わった。

「終わりました」

「ふむ」

　董星は身体を起こす。

「確かにすっきりしたな。さすがだ。お前がいれば侍医などいらぬのではないか？」

「いいえ、そんなことはございません。私にできるのは気の流れを正すこと。それ以外が原因の不調は医官の管轄でございます」

「そういうものなのか」

　残念だと呟きながら、董星は再び紅稟の膝に頭を乗せた。思わず「えっ」と声に出してしまう。

　せっかく身体を起こしたのだから、てっきりそのまま政務に戻るのだと思っていた。しかし、皇帝を咎める声は聞こえてこない。

（私は占者なのに、どうして膝枕なんてしてるんだろう……）

　紅稟の考えをよそに、董星は心地よさそうに双眸を細めた。
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　――紅稟が後宮に入れられてから一ヶ月が経とうとしていた。

　あれから董星は毎日のように膝枕を所望してくる。よほど紅稟の側が居心地いいのだろう。

　紅稟の立場は客人であり、妃ではない。

　しかしあの陛下が毎日女性のもとに通うのだからと、周囲の者は紅稟を妃候補と見なしているようだ。恋仲でもないのに世継ぎを産んでほしいと望まれていて、鬱陶しく思ってしまう。

　とはいえ、宮殿にいる全員が紅稟を認めたわけではない。皇帝の世継ぎを産むのは貴い身分の女人でなければならないという頭の固い官吏もたくさんいる。

　その日、紅稟は後宮の廊下を歩いていた。そのすぐ後ろから側仕えがついてくる。

　董星の客人ということで、後宮に入った初日から彼女が色々と世話をしてくれるけれど、この側仕えのほうが田舎者の紅稟より身分が高いはずなので申し訳ない。

　しかも、紅稟のような田舎者の平民に仕えることになり、さぞかし腹が立つだろうと思っていたが、彼女は「とうとう陛下が妃を迎える気になったのかもしれない」と喜んでいる。

（期待されているところ悪いけれど、私と陛下の間には恋愛感情なんてないのよね。妃になるのはもちろん、子供ができる行為なんてもってのほかだわ）

　そんなことを考えながら歩いていると、ぴりっと頬に痛みが走った。

「……っ」

　なんだか嫌な気配がして、紅稟は思わず足を止める。ぶわっと肌が粟立った。

　足が重くなり、これ以上先に進むのを引きとめられているように感じる。

「紅稟様、どうなさいましたか？」

「違う道を行きましょう」

　引き返そうとすると、前方から宦官が早足でやってくる。

「あっ、待ってください。そこは……」

　紅稟が声をかけるよりも宦官のほうが早かった。彼がある一点に足を踏み出すと、つるりと滑って尻餅をつく。その宦官がふくよかだったこともあり、どすんと大きな音が響いた。

「ああ……大丈夫ですか？」

「いたたたた……。なっ、なにがあったんだ？　ここは妙に滑るぞ」

　紅稟は屈んで床をよく見てみる。

　すると、床には蝋がうっすらと塗られていた。顔を近づけなければわからないが、指で触れてみるとかなり滑る。

「蝋が塗られていますね」

　なるほど、嫌な予感の理由はこれかと納得する。

　紅稟は自らの運命を占えないけれど、身に降りかかろうとする危険は直前に察知できた。

　たとえば去年の冬、歩いていると急に頬が痛み立ち止まったところ、目の前に太い氷柱が落ちてきた。もし立ち止まらなければ、紅稟の頭に氷柱が突き刺さっていただろう。これも紅稟が生まれ持った特別な能力だ。

　おかげで紅稟は今までの人生で一度も大怪我をしたことがない。些細な怪我くらいならあるけれど、骨を折ったり、意識を失ったりするような経験をせずに生きてこられた。

　今も嫌な予感がしたから回避できたけれど、この床は作為的なものに思える。

「んんっ。確かに蝋が塗ってあるな。こんなところに蝋を零すとは思えぬし、一体なぜ……」

　尻餅をついたまま、宦官が床の蝋を確かめつつ首を傾げる。

「後宮に来てからというもの、身体がなまらないように毎日歩くようにしていますが、ここは私がいつも通る道です。……おそらく、私を狙って罠が張られたのかと」

　紅稟は溜め息をつく。

　後宮はとにかく広く、ぐるりと一周するだけでもいい運動になる。毎日同じ道順で歩いているし、その姿は目撃されているだろうから、後宮に出入りできる者なら紅稟の行動を把握するのは難しくない。

「誰だ、そんなくだらないことを考えるのは。だいたい廊下なんて不特定多数が使う場所だろう」

　宦官は欄干に掴まりながら怒り声を上げる。

「ええ、本当にその通りです。命を狙われたわけではないでしょうし、くだらない嫌がらせでしょう」

　皇帝の妃の座を狙っている者はたくさんいるだろう。

　それに、後宮には多くの官女がいる。後宮はとても綺麗に保たれていたわけだし、いつかここに立派な妃を迎えるのだと思っていたところ、妃でもない民草がやってきたら不快に思うのも当然だ。

　今一緒にいる側仕えの官女が特別なだけで、陰では大勢から悪口を言われているだろうことは紅稟もわかっている。

　腹いせに、ちょっと転ばせて笑ってやろうと考えたのだろう。ならば、今この瞬間もどこかから紅稟たちを見ているはずである。

「しかし、この程度の悪戯なら私は回避できますが、他の人を巻きこんでしまうのは困りますね。このことを陛下にお伝えしましょう。陛下ならこの後宮に勤める者すべてを入れ替えると仰るかもしれませんね。なんの罪もない人を巻きこんでしまうのは心苦しいですが、こんなことをされては仕方ないかと」

　わざと大きな声で言う。すると、がたっと物音が聞こえてきた。やはり、誰かが近くで紅稟たちを見ているようだ。

「確かにお前は陛下の客人であり、お気に入りだ。くだらない悪戯の犯人を捜すより、見せしめとしてすべての人を入れ替えるくらいするだろうな」

　宦官が肯定すると、側仕えが声をかけてくる。

「そんな……。せっかく紅稟様にお仕えできたのに……」

「もし官女を入れ替えるようになっても、あなたは残してもらうように伝えるから安心してください。……もっとも、これをした犯人が今すぐ素直に謝れば私だって陛下に告げ口なんてしないのだけれど」

　再び大きな声で言う。そのまま待つこと数秒、近くの部屋の扉が開いて四人の官女が現れた。その顔は青ざめている。

　後宮に使えるのはとても名誉なことである上に、給金もいい。ましてや、董星に妃がいないので仕事も楽なはずである。矜持を優先してこの職を手放すほど莫迦ではないようで、渋々といった様子だが紅稟の前に姿を現した。

「こ、紅稟様……。申し訳ございません」

「悪気はなかったのですが、これは、その……」

　廊下に蝋を塗るだなんて、悪気しかない行為である。そう指摘したかったが、それよりも気になることがあった。

（あら、この人……！）

　紅稟は一番端にいた官女の肩をがしっと掴む。

「ひっ」

「あなた、今すぐ実家にお戻りなさい」

「え。わ、私ですか？　私だけですか？」

　自分だけが罰を与えられて辞めさせられるのかと、その官女がうろたえる。

「辞めろと言っているわけではありません。休みを取って実家に帰ってください。数日でいいです」

　手に力をこめながら強く伝える。すると、彼女の周囲の官女たちが小声で「従ったほうがいいわよ」と後押しした。

「わ、わかりました……。それで紅稟様の気が済むのでしたら、そのように」

　納得はしていないようだが、渋々といった様子で彼女は頷く。ただの客人である紅稟に命令する権限などないのだが、逆らえぬ迫力を感じとったのだろう。

「それと、くだらない嫌がらせはやめてくださいね。ここは綺麗にしておいてください。万が一、陛下がここを通ってお怪我をされたら、あなたたちだけの問題ではなく一族郎党路頭に迷うことになりますよ」

「は、はい……。申し訳ございませんでした」

　実に心のこもっていない謝罪だったが、紅稟はそれを受け取り立ち去る。

　官女のうちの一人に実家で謹慎させる罰を与えたように見えただろう。

　――だが、実際のところは違う。

　紅稟が実家に戻れと言った官女が後宮に戻ってきたのは、それから十日後のことだった。少し頬がこけた彼女は、戻って早々に紅稟のところにやってくる。

「紅稟様……ありがとうございました」

　深々と頭を下げる彼女に、紅稟は言う。

「間に合いましたか？」

「はい。……祖母は前々から身体を悪くしていたようなのですが、私に心配をかけまいと秘密にしていたようで。しかし急に症状が悪くなり……あの時、すぐに帰ったおかげで祖母を見送れました」

　目に涙を溜めながら彼女が声を震わせる。

　あの日、紅稟は彼女に死相を視た。とはいえ、彼女自身の死の予兆ではなく、近しい者に死が近づいている気配を感じたのである。

　普段は本人でない人間の死相まで感じることはないのだが、彼女の場合、よほど祖母に強く思われていたのだろう。もしかしたら唯一の孫娘なのかもしれない。だからこそ、視えてしまった。

　偶然の事故ではなく、病気が理由の死を避けるのは難しい。けれど、最期に立ち会うための助言ならできる。

　そして紅稟の言うことに従った彼女は、きちんと祖母を看取れたようだ。家族の死は悲しいものだが、それでも最後に話せてよかったと紅稟は思う。

　それから数日――女たちの噂話の速度はものすごく、その話は瞬く間に後宮内に広まった。

　皇帝が怪しげな占者に騙されたと思う者も多かったので、今までは紅稟に厳しい態度を取る者もいた。

　しかし、今回のことで「本当にすごい占者なのでは？」と認識を改めたようだ。

　もちろん、この噂は董星の耳にも入ることとなる。

「後宮は過ごしやすくなったようだな」

　居心地のよさを求めて今日も紅稟に会いにきた彼は、そう問いかけてきた。

　ちなみに今日は膝枕ではなく、手を差し出している。紅稟は細い筆を使い、彼の形のいい爪に爪紅を塗っている最中だ。顔のいい男は爪の形まで整っているらしい。

　紅稟の指を見ながら「余も塗ってみたい」というものだから、大人しく従うしかなかった。

　董星の掌は大きく分厚い。指はすらりと長かった。

　爪紅を塗るために触れてみれば、皮膚が硬くなっているのがわかる。これが長年、剣を握ってきた男の手なのだろう。

「ええ、皆さん最近はとてもよくしてくださいます」

　爪からはみ出さないように集中しながら筆を滑らせる。彼の指先が、どんどん赤く染まっていった。

　普通なら爪紅は女性が施すものだが、この美形の皇帝にはよく似合っており、色っぽく見えてしまう。まだ途中だが、完成したらそれこそ同性の官吏だって惑わしてしまうのではないかと感じた。

（陛下が結婚しないのって、もしかして女性に興味がないのかしら？）

　そんなことを考えてしまうものの、董星が男にうつつを抜かしているという噂など聞いたことはない。なぜ彼が妃を持とうとしないのか、ただただ不思議である。

（気になるけど、今はこれに集中しないと）

　たまに母親の爪を塗ってあげたけれど、男性の爪を塗るのは初めてだ。彼に気に入られている自覚はあるので、少し失敗したくらいで咎められることはないと思うが、それでも緊張してしまう。

　彼の手に顔を近づけ、ふうっと深く息をつけば指先がぴくりと動いた。どうやら紅稟の吐息が彼の肌をくすぐってしまったようだ。

「も、申し訳ございません」

　紅稟は慌てて顔を離す。

「くくっ、構わぬ」

　董星は笑うと、周囲の者たちを見て顎をくいっと上げた。すると、周囲にいた官女たちが次々と部屋を出ていく。護衛兵も部屋から出ていき扉を閉めたが、扉の前に待機している気配はあった。

（ん？　……あれ？）

　どうやら部屋に二人きりにされたらしい。

　皇帝が後宮に来る際、紅稟は前もって別の部屋に呼ばれ、そこで待機することになる。官女や護衛兵が入ってきても狭く感じない広さで、奥には寝台も用意されていた。

（えっ？　まさか、そんなことはないよね……？）

　爪を塗りながら動揺してしまう。

　すると、董星は紅稟の顔に唇を寄せつつ囁いた。

「そう構えずともよい。話したいことがあってな。……外に聞こえないよう、ここで話す」

「……っ、は、はい」

　どうやら聞かれたくない話があるようだ。

　それにしても、耳元で話されるのは落ち着かない。低く男らしい声が耳孔に滑りこんでくるとぞくぞくしてしまう。

「この大陸の統一は祖父の代から始まった。父上は自分の代では統一できぬとわかっていたのだろう。余は幼少期から大陸を統一するようにと言われてきた」

　この大陸にあった無数の国々は数十年かけてひとつの国に支配されていった。大陸の端のほうにあった紅稟の国が帝国に取りこまれたのは董星の代になってからだ。

　先代の皇帝は若くして亡くなった。董星が後を継いだのはまだ彼が十代の時だ。

　若造なら勝てるかもしれないと刃向かった国は、若き董星に完膚なきまでに叩きのめされた。三代目の皇帝が一番才があるというのは今や有名な話である。

　小さい頃から皇帝となるべく、そして大陸を統一すべく教育を受けていたのなら、それもわかる気がした。

「大陸統一は祖父と父上の悲願であり、余はそれを成し遂げた。この大陸の頂点に立てたことに満足感はあったし、重荷から解き放たれた気がした。後はこの国を治めるのが余の仕事だと思っていたが……それだけではなかった。今度は臣下が余に世継ぎを作れと言う」

　董星は溜め息をつく。その吐息が耳をくすぐり、紅稟は思わず声を出しそうになったが必死にこらえた。

「余は誰かの願望を叶えるだけの存在に思えて、急に虚しくなった。世継ぎができれば、また別のことを望まれるのだろう。この帝国の主でありながら、余の人生は余の自由にはできぬ」

「陛下……」

　紅稟は筆を止めた。

　この国で一番偉い皇帝ならばどんな望みも思い通り……と思っていたが、彼には彼の悩みがあるようだ。少し同情してしまう。

「だから余は運命に逆らいたくなった。世継ぎを望まれるのならば、作らぬと。余はもう大陸を統一した。今だって国をよくするために尽力している。もう、これで十分ではないか？　これから先、この国を導くのは余の血を引く子でなくてもよかろう」

「……っ」

　董星の言うこともわかる。彼はとても有能な皇帝だ。彼が治めて以来、この大陸は豊かになった。土地は整備され、災害も減ったと思う。

　だが、この国を治めるのは彼の子でなければならないという家臣の気持ちも痛いほどわかる。

　麒帝国にとって董星は絶対的な存在だ。州として取りこまれた国の叛逆を防ぐのに「あの董星の息子」というのはかなりの効力を発揮するだろう。この国の平和を望むのなら、やはり彼に子を作ってもらうべきだ。

「……」

　董星は黙りこんだままだ。おそらく、紅稟の返事を待っている。

　国の未来を思えば、世継ぎを作ったほうがいいと進言すべきだろう。それでも――。

「ええ。もう十分でございます」

「……」

「陛下はもう十分役目を果たされ、今もなおこの国のために尽くしておられます。深く考えるから悪い気が溜まって頭が痛くなるのですよ。……初めて会った時は驚きましたが、このように悩まれていたのなら納得です」

　彼は聡い。だから、世継ぎを作らなかった場合にこの国の未来がどうなるかも予想できているだろう。

　傀儡のような人生を送りたくないと思いながら、そうせざるを得ない境遇を憂い、悩むうちに頭に悪い気が溜まってしまったのだ。

（ほんと、皇帝っていうのも大変よね……）

　思いを吐露しながらも悩んだのか、彼の頭に再び悪い気が溜まり始めていた。

「陛下、頭に触れてもよろしいですか？　また悪い気が溜まっております」

「……許す」

　紅稟は筆を置くと董星の頭に触れる。気の流れを正しているのだが、頭を撫でているように見えるだろう。

　彼は立派な成人男性なのに、幼い子供のように見えてしまう。

（世継ぎを作らなくていいなんて誰も言わないでしょうから、私が言うしかないわよね）

　頭に触れながら紅稟は言う。

「陛下、もう十分ですよ。後は好きなようになさってください」

　返事はなかったが、何度も何度も十分だと伝える。心なしか彼の表情が穏やかに見えた。

（御子のことで悩まなくなれば、もう頭も痛くならないだろうし、そしたら私も家に帰してもらえるかもしれない）

　紅稟はそんなことを考えていたが――そううまくいくはずはなかった。
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　あの日、紅稟が「もう十分です」と伝えた日から、董星に悪い気が溜まる頻度が減った。

　そんな言葉をかけることのできる人物は今まで周囲にいなかったのだろう。官吏も側近も護衛兵もこの国の未来を思っているのだから、跡継ぎを作ってほしいに決まっている。

　それに対して、ただの占者である紅稟はなんの責任もない。正直なところ、自分たちが無事に生活できればそれでよかった。

　民草にとって国の未来というのは規模が大きすぎて、そこまで深く考えていられない。今、自分たちが生きるので精一杯である。

　だから無責任な発言ができた。

　そして、その台詞は董星にとって救いになったみたいである。……もっとも、心からこの国を慮る者たちにとってはとんでもない発言なのだろうが。

　ともあれ、頭痛の悩みから解放された董星は幾分穏やかになったようだ。初めて会った時のようなぴりぴりした雰囲気はなくなったし、周囲の者も喜んでいるらしい。

　客人として後宮に居続ける紅稟は、「このまま陛下の子を孕み、陛下の血を継ぐ子を残してもらいたい」と思われていた。

　先日までは期待の眼差しを向けられるだけだったのに、ここ最近は「陛下を頼みます」とわけのわからない声かけまでされる始末。そういう関係ではないというのに、周囲は「あの娘が来たおかげで陛下は変わった」と勝手に盛り上がっているようだ。

　――紅稟は董星に対し今のところ恋情など微塵も抱いていない。

　そもそも、彼はこの国の皇帝。身分が違いすぎる。

　確かに見た目は麗しいけれど、大陸統一にあたり残酷な方法も躊躇なくとった人物でもあるし、とてもではないが添い遂げたいとは思えなかった。

（そろそろ自分の家に帰りたい……）

　気がつけば三ヶ月が経とうとしていた。

　後宮は居心地がよく、食事も美味しい。董星も無理な注文をしてくることはなく、膝枕や爪を塗れと命じるだけ。

　また、機嫌がよければ琴を披露してくれる日もあった。なんと董星は琴の名手らしい。

　皇帝は文武だけでなく芸術にも秀でているものなのかと、奏でられる旋律の美しさにそれはもう驚いた。田舎者で芸術に疎い紅稟とて、彼の腕前は王侯貴族の手慰みとは一線を画しているとすぐにわかったほどである。後にも先にも、あれほど美しい音を聴いたことはない。

　紅稟は董星に気に入られている自覚があった。そうでなければ、彼のような人があんな風にみだりに身体を触れさせたりはしないだろう。最近ではあの重々しい口調も紅稟に対してだけは砕けてきている。

　冷徹な皇帝陛下と接することに最初は緊張していたものの、多少粗相したくらいでは処されないだろうと思い、それからはそこまで緊張せずに過ごすことができた。

　そんなこんなで、紅稟はそれなりに恵まれた毎日を過ごしている。今となっては、ほとんどの官女たちが優しく接してくれるようになった。

　しかし、ここでずっと暮らしたいかといえば違う。

　後宮でろくに働かずに穏便に過ごすより、住み慣れた土地で占者として暮らしたい。それに、一人で残してきた母親のことも心配だ。

　紅稟の父親はとっくの昔に病で死んだ。生まれつき病弱だったらしい。

　その人間が持つ寿命というのはどうにもできない。母親も父親の死期はなんとなくわかっていたらしく、葬式で取り乱すこともなかった。そして、紅稟と二人でずっと暮らしてきたのである。

　紅稟が類い希なる能力を持って生まれたから、女二人でもそれなりにいい暮らしができた。

　それに、董星の計らいで定期的に金品が州に送られているらしい。母親はまだ四十三歳だし、紅稟がいなくても生活に困ることはないだろう。……むしろ、爪紅を塗ってろくに家事ができない紅稟のほうが母親の世話になっていたのである。

　それでもやはり心配だ。

　――否、むしろずっと一緒だった母親と離れたことで寂しくなっているのかもしれない。

（帰りたいと、陛下に相談してみようかな）

　董星は紅稟の側は居心地がよいから気に入っているだけだし、紅稟を重用しているのは頭痛を治せるからだ。

　また、国の未来に無責任な紅稟だからこそ言える「十分」という言葉をまた聞きたいだけなのかもしれない。あれからというもの、会話で誘導されてその単語を何度も引き出された。

　董星に好きだとか、妃になれとは言われたことがない。お気に入りではあるが、彼にとって紅稟は都合のいい存在なだけである。

　だったら、帰省したいと言えば許してもらえるのではないだろうか？　今生の別れではない。母親の様子を見て、また戻ると言えばいい気がする。

　そんなわけで、今日董星に会った時に相談しようと思っていたが、彼が姿を現すことはなかった。

　紅稟が後宮に来てからというもの、董星は一日も欠かさず顔を出していた。それなのに、来ないのだ。

（急用ができたのかもしれないけれど、私に飽きたのかもしれない。だとしたら、ますます帰りやすくなるかも！）

　思わず微笑んでしまう。

　――しかし翌日、紅稟はとんでもない事実を知らされた。

「えっ。陛下が熱を出されたのですか……？」

　どうやら彼は後宮に来なかったのではなく、来られなかったのだ。

「はい。侍医が診ているのですが、陛下が紅稟様を呼べと仰っていて……」

　宦官が有無を言わせぬ迫力で伝えてくる。もちろん紅稟に拒否する権限はなく、大人しく従うしかない。

「すぐに支度をしてください」

「は、はい」

　急かされて紅稟は側仕えに視線を向ける。

　いつ董星が訪ねてきてもいいように、つねに身ぎれいにしていた。側仕えは紅稟の髪型や衣服に乱れがないことを確かめると、「大丈夫です」と宦官に答える。

「では、行きますよ」

「はい」

　半ば強制されるように紅稟は連れていかれる。

　董星は皇帝専用の宮殿にいる。皇帝の居住用の宮殿は後宮からそう遠くはないらしい。

　けれど、紅稟はここに来てから後宮の外に出ることはなかったので、そわそわしてしまった。

　後宮の門をくぐれば、そこから先は多くの男性が行き交っている。後宮の中では男性は宦官しかいなかったから、ただの男性をなんだか珍しく感じてしまった。

　宦官に連れられて歩いていくと、官吏たちは品定めするような目線を紅稟に向けてくる。

　それもそうだ。董星が一目で気に入った占者を、妃ではないが後宮に迎えたという話はみんな知っている。

　紅稟が気に入られたのは彼の頭痛を治したからなのだが、「絶世の美女なのでは」「占者ということは怪しげな術を使ったのでは」と、勝手に噂が広がっているらしい。官女から聞かされた時は、どうせ後宮の外に出ないから、なんと言われても平気だと思っていた。

　だが、こうしてあからさまな視線を向けられるのはいい気分はしない。

　自分が洗練された美女ならよかったけれど、実際はただの田舎者の垢抜けない娘だ。いくら着飾ったところで、目が肥えている都の官吏たちには「あの娘が陛下を籠絡しただと？」と訝しまれるだろう。

　現に、自分を見た官吏たちの目に落胆の色が滲んでいる。

（陛下の子を産むかもしれない女が思ったより平凡だったから、さぞかし残念に思っているでしょうね……。だからといって、そんなにあからさまに顔に出さなくても！　そもそも、私と陛下はそんな関係ではないわけだし）

　心の中で悪態をつきながら、胸を張って歩く。

　ここで背筋を曲げ、俯きながら歩くのは悪手だ。そんなことをしたら、平凡どころかみすぼらしく見えてしまう。せめて立ち居振る舞いは凜としていたい。

　見世物のように注目を集めながら、紅稟はとうとう董星の寝室へと連れていかれる。

（ここまで来たけど、病気は医者の領分。占者には範疇外だから役に立てないのにって……、……ん？）

　扉の前で一瞬、足を止めてしまった。なにか、中からよくない気配がする。

（これは私の出番かもしれない）

　一瞬で気分が引きしまった。

　そして待たされること少し、入室の許可が下り紅稟は中へ入れられる。

　もちろん、扉を入ってすぐに皇帝がいるわけではない。広い部屋を進むと衝立の奥に豪奢な寝台があり、そこに皇帝が横たわっていた。

「……紅稟」

　呟いた声は酷く掠れていた。

　彼は起き上がることなく、顔だけ紅稟に向ける。頬は赤く、汗で前髪が額に張りついていた。かなりつらそうだ。

「ひとつ聞く。風邪を引いた様子はないが、薬を飲んでも一向に熱が下がらない。これは病か？　それとも――」

　董星はもともと占いを信じる性格ではない。ただ、自分の頭痛は薬では治らず、紅稟の能力をもって気の流れを整えることで治癒できたと身をもって経験している。

　そして、彼はこれを病ではないと結論づけた。だからこそ紅稟が呼ばれたのである。

　紅稟も、一目で彼が病気でないことはわかった。

「陛下はご病気ではありません。陽の気が溜まりすぎたせいで熱を出されたようです。ここ最近の陛下の食事は？」

　周囲の者に問いかければ、侍医が木簡を差し出してきた。おそらく、彼もすでに食事の内容を調べていたのだろう。

「うわ……」

　木簡に書かれていた食事を見て紅稟は小声で呟く。

　猪肝、山芋、大蒜、しょうが、牡蠣、あさり、果ては海狗おっとせいの睾丸まで、ここ数日の食事には精力を増強させるものがふんだんに出されていた。

　人間の身体に流れる気は大きく分けると二種類あり、男性の身体には陽の気が、女性の身体には陰の気が流れている。

　最近の董星は気の流れもよく、そんな状態で精力のつくものばかりを食べていたので陽の気が溜まりすぎ、熱を出してしまったのだろう。

　彼の身体に綿入れがかけられているものの、それをめくったら下半身は大変なことになっているに違いない。分厚い棉被越しでも、局所に陽の気が溜まっているのが紅稟には見える。

　それをなんとかしなければ、熱は下がらないだろう。

　とはいえ、悪くなった気の流れを正すことならできるけれど、増えすぎた気を減らすことは紅稟にはできない。陽の気を減らすには原始的な手段しかないのだ。

　紅稟はわざわざ布団をめくらなかったが、皇帝の寝室に入ることを許された者たちならば、今の董星の状態はわかっているだろう。

　だから細かい説明はせずに淡々と対処法を告げる。

「今は陽の気が溜まりすぎている状態ですので、陰の気と交わることで調和させれば熱も引くでしょう」

「陰の気……？　それは、どうやって？」

　侍医が小首を傾げる。

「房中術でございます。かねてより男性の身体を流れる気は陽、女性の身体を流れる気は陰とされております。陰陽の交合により気の流れを整えることが治療に必要になります」

　その場にいた者たちがざわつく。しかし、その口元は少し緩んでいた。

　それもそうだ。房中術とはつまり性交のこと。治療に必要ならば、今まで女性に手を出さなかった董星も仕方なく従うだろうと、この期に及んで内心喜んでいるのだ。

　そんな彼らに紅稟は続ける。

「ですから、陛下のお相手となる女性の手配をお願いします」

　そう言いきると、その場が静まりかえった。

　誰も発言しないけれど、その目が「えっ、お前がやるんだろう？」と語っている。

　もちろん、紅稟は彼らの思考に気付かないふりをする。

「ほら、早く使いを出して呼んできてください。そういう女性を待機させているのですよね？」

　辺境の占い師に頼るほど、官吏たちは董星に世継ぎを作ることを望んでいる。

　董星は妃を持つもりはないと公言しているが、まだ三十代の男性だ。なにかの気まぐれで女性を抱きたくなるかもしれない。

　その千載一遇の機会を逃がさないため、皇帝の相手にふさわしい高貴な女性を手配できるようにしているらしいのだ。紅稟が後宮に入れられた頃、いじわるな官女が「陛下がその気になってもあんたなんか相手にされないわ」と嫌味交じりで教えてくれたのだから、間違いないだろう。

　だから紅稟は無理な指示を出しているわけではない。

（ふさわしい女性を王宮の近くに待機させていることは知ってるのよ。さっさと連れてきてほしいわ）

　じっと、周囲の官吏を見渡す。

「いや、しかし……」

「連れてくるといっても……」

　官吏たちは歯切れ悪く呟くだけで、動かずにいた。紅稟がいるのに他の女性を呼んでくる必要があるのだろうかと言わんばかりの顔だ。

　現状、董星と一番親しい女性が自分だということは紅稟もわかっている。暗殺の危険がつきまとう彼が無防備に膝に頭を乗せたり、爪を塗らせたり、頭に触れさせたりすることを許すのは紅稟だけだ。

　皇帝はとても忙しい。そんな中、仕事の合間を縫って後宮に顔を出しているのだから、彼には自分以外の女性と会う時間はない。

　だから官吏たちにしてみれば、いくら田舎者の庶民といえど、董星の相手として一番ふさわしいのは紅稟なのだろう。客人という扱いとはいえ、わざわざ後宮に留まらせているくらいなのだ。

　このまま紅稟とそういう関係になってくれれば国の未来は安泰だと思っていそうである。

　しかし、紅稟にそんなつもりは微塵もない。

（確かに陛下は顔はいいし、私には優しい。ずっと年上だけど、膝枕しているとたまにかわいいと思う。……でも、恋情を抱いてないし、ましてや妃になりたいとか、彼の子を産みたいとは思わない）

　もし紅稟が貧しい村の出身で、その日食べるものにも困るような生活を続けていたのならば、喜んで身を捧げただろう。

　だが、実際は違う。

　紅稟の州は占いで有名だ。悩んだ時に占いを頼るのは、だいたいがお金に余裕がある者ばかりである。もちろん羽振りがよく、占いの結果がよければお代をはずんでくれるし、悪い結果が出て不機嫌になっても後で「あの占いは当たっていた」と大金を持って再び来ることがあるのだ。

　ましてや、紅稟は州で一番の占者である。格を保つため、そして下位の占者との区別のために料金は高額となるが、それでも占ってほしいという者は後を絶たなかった。

　よって、紅稟の生活水準はかなり高い。

　爪紅が欠けるのが嫌だと家事をする気のない紅稟は、使用人を雇うつもりであったが、母親がそれを嫌がり家事を引き受けた。そんな母親もそこそこ有能な占者で、家のことをしながら占者としてもお金を稼ぐ。

　田舎は娯楽も少なく、紅稟も母親も散財するような趣味がないのでお金は貯まっていく一方だった。

　好きな時に肉を食べることができたし、あまり飲まないけれど高価な酒もつねに何種類かあった。着る服だって肌触りのいい上質なものである。布団もふかふかの高級品だ。

　紅稟はそんな生活に満足していた。

　後宮での生活はとても贅沢なものだったけれど、秤にかければ気持ちはかつての生活に傾いてしまう。皇帝の妃になるとか、子を孕むのは紅稟には荷が重すぎた。

（この機会に陛下には素敵な女性を抱いてもらいたいわ。そして陛下がその女性に夢中になれば、私は円満に家に帰してもらえるかもしれない）

　董星のお気に入りなのはわかっているが、紅稟もこれは譲れない。

「どうなさいました？　陛下を早く治療せねばなりません。さあ、早く」

　しれっとした表情で官吏たちを急かす。

　そんな紅稟の服の裾が後ろから引っ張られた。

「……っ」

　嫌な予感がして振り向けば、寝台から伸びた長い手が紅稟の服を掴んでいる。

「紅稟。お前が治せ」

　董星のその言葉に、周囲にいた者たちが安堵の表情を浮かべた。思わず「嫌です」と言いそうになり、紅稟は歯を食いしばる。

　官吏たちにしてみれば、董星のお気に入りである紅稟が相手をするのが一番望ましいのだ。

　なにせ、紅稟は今まで女性に見向きもしなかった彼にとって特別な存在である。一度肌を重ねてしまえば、そのまま「妃にする」と言うかもしれないと官吏たちは期待していそうだ。

（厄介なことになったわね。……でも、勅命には逆らえない）

　ぐっと拳を握りしめる。

　皇帝と寝た者は記録に残される。そういう管理簿があるらしいのだ。……もっとも、彼が即位してからというもの、それに名前が書き加えられたことはないらしいが。

　もちろん名前を記された女性は監視される。妃になるわけではないが、妊娠している可能性があるので皇帝のお手つきとして、月経が来るまでは皇帝以外の異性との交流も阻まれるのだ。

（ここで大人しく従おうものなら、ますます家に帰れなくなるわ）

　董星を見つめる。熱に浮かされ潤んだ瞳はとても扇情的で、なまじ顔がいいものだから紅稟とてどきりとした。

（そうよね……。私は陛下のお気に入りだもの、どうせ抱くなら私を選ぶわよね。子ができたなら妃にされそうだけど、私の出自はともかくとして、陛下にとって及第点はもらえているのでしょう。陛下が私を指名するのもわかる。……でも）

　はいそうですかと簡単にあきらめるわけにはいかない。

「陛下、私は生娘です。房中術の概念を知っていても、熱に浮かされた殿方を導いて性交するのは難しく、失敗するかもしれません。ここはしかるべき閨教育を受けた女性を呼ぶのが得策かと」

「そうか、生娘だったか」

　董星が切れ長の目を見開く。心なしか、その顔が嬉しそうに見えた。

「だが、余に触れていいのはお前だけだ。余が導いてやるからお前が治せ」

　ぎゅっと、紅稟の服を握る手に力がこめられ、布に皺が寄る。彼の熱意が伝わってくる気がした。

（適当な女性をあてがわれるより、私のほうがいいというわけね……。そうよね、私は陛下のお気に入りだし、本当は運命の相手だもの。本能で私を求めるはずだわ）

　紅稟は静かに長く息を吐き、心を落ち着かせる。

「御意にござります。……緊張のあまり失念しておりましたが、私は気の流れが見えるゆえ、性交を伴わなくても手と口で房中術を施せます」

「……む」

　微かに董星の眉間に皺が寄る。

　後出し情報だが、いたいけな田舎者の女性が「緊張のあまり失念していた」のだ。お気に入りの些細な粗相くらい見逃してくれるだろう。

（そんなことしたくはなかったけれど、抱かれるくらいなら手淫や口淫のほうがましだわ）

　以前、年嵩の占者から手淫と口淫の方法を教わったことがある。彼女も気の流れが視える類いの占者で、対応策が房中術しかない場合、性交を要求されたことがあると言っていた。

　その躱し方として、手淫と口淫がある。普通に性交したほうが簡単だが、気の流れが視えて調整できるなら、それでも十分効果があるのだ。

　陽の気が溜まりすぎた男性は射精させながら陰の気を流しこめばいいとのことで、そのやりかたを教えてくれた。

　知識として得ていただけで一度も使ったことがないが、ようやくその時が来たようだ。

「人払いをお願いします」

「紅稟の意に従え」

　さすがに人前でそんなことをするのは抵抗があるので人払いを促すと、董星が命令してくれた。

　とはいえ、紅稟はただの「お気に入り」であり「妃」ではないから二人きりにするわけにはいかない。

　官吏たちはぞろぞろと退室したが、護衛兵は扉の内側に待機した。衝立があるので寝台は見えないが、声や音は筒抜けだろう。

（まあ、ちゃんと聞こえたほうが性交をしていない証明になるわよね）

　見えないとはいえ、室内に人がいることに抵抗はある。それでも、これ以上の我が儘は通せそうになかった。うだうだ言っていたら寝台に引きずりこまれて襲われてしまいそうな気がする。

（なんというか、さっきの陛下……どうせ抱くなら私のほうがましというよりも、むしろ私のことを抱きたがっているように見えたような。……ううん、気のせいよね。だって、世継ぎを残すつもりはないと言っていたし）

　紅稟は董星に向き合う。

「陛下、綿入れをとってもよろしいでしょうか」

「いちいち許可を取る必要はない。なにをされても許すから好きにしてくれ」

「御意にござります」

　確かに、服を脱がせる時や触れるたびにいちいち聞かれても億劫だろう。紅稟はとりあえず棉被をめくり、寝台の隅においやる。

「……っ」

　董星は寝衣を着ていたが、布越しに下腹部が盛り上がっているのがわかった。

（なにこれ、大きい！）

　紅稟はごくりと喉を鳴らす。

（こんなに大きくなるものなの？）

　戸惑いながらそそり勃つ陽根を見ながら立ちつくしていると、彼が声をかけてきた。

「どうした？」

「……も、申し訳ございません。あまりにも大きいので驚いてしまって」

「生娘だと言っていたくせに、誰と比べてるんだ？」

　董星の声色に少し苛立ちが混じる。

「村では宴会の後、裸のまま寝ている男の人がたくさんいました。ですから、それなりに見慣れていると思っておりましたが……えっ……」

　酔うと裸になる男性は一定数いる。見たところで「きゃあ」とかわいらしい悲鳴を上げる村娘など一人もおらず、大抵は冷めた目で見ていた。子供なんて「あの人、丸出しだ！」と指をさしてげらげらと笑うほどである。

　そんなわけで、紅稟は生娘とはいえ異性の裸を見たくらいでは動じないはずだった。

　ただ、村で見た男性のものは勃起していなかった。そもそも酔って脱ぎながら勃起していたら、ただの変態である。

　ともあれ、男性器は勃起したら大きくなることは知っていたけれど、董星のそれは想像以上だった。触るのが怖いとさえ思ってしまう。

「陛下が世継ぎを作ろうとしないのって、もしかしてこれが原因だったりします？　大きすぎて入らないとか……」

「そんなことはない。なんなら試してみるか？」

　董星がくつくつと愉快そうに喉を鳴らす。ふと彼に顔を向けると、熱のせいで顔は赤いが元気そうに見えた。

「陛下、先程より活力に溢れているようにうかがえますが」

「お前が側に来てから調子がよくなった気がする」

　彼の目尻が下がる。紅稟を見つめるその眼差しはとても優しく、胸の奥がざわついた。

（……っ、陛下の運命の人は私で、波長が合うんだもの。側にいるだけで心地よく感じるから、熱のつらさが紛れたんだわ）

　董星は知らないだろうが、紅稟は理由がわかってしまう。ただ互いに生まれ持ったものが合うだけで、紅稟が特別なにかをしたわけではないのだが、董星はどこか満足げだった。

　――とはいえ、側にいたところで溜まりすぎた陽の気が減るわけではないから、房中術で対処しなければならない。

「陛下、失礼します」

　大きすぎるそれは怖かったけれど、なにもしなければ本当に抱かれてしまう気がしたから、紅稟は気を強く持って彼の寝衣に手をかけた。帯を解きはだけさせる。

　下帯に手をかければ、彼が腰を軽く上げてくれた。いよいよ直接それが見えてしまうのだと思うと緊張する。

「……っ」

　下帯を緩めれば、彼の陽根が露わになった。腹につきそうな勢いで反り返っている。

　年を取るにつれ、陽根の角度は下がっていくと聞いたが、三十七歳でこんなに元気なのはありえるのだろうか？　それとも、陽の気が溜まりすぎた影響だろうか？

　布越しでもわかっていたが、彼のものは太く長かった。雄竿には逞しい筋が浮き出てひくひくと脈打ち、全体的に赤黒い。

　とにかく、この国で一番偉い男のそれは大層立派だということはわかった。

「し、失礼します……」

　紅稟はそっと手を伸ばす。

「ッ……」

　指先が触れた瞬間、小さな声が董星の唇から零れた。太いそれが震える。こんなにも陽の気が溜まっているのだから、誰かに触れられるだけで強い快楽を感じとってしまうらしい。

（陛下と私の気の流れを合わせて、陽の気をなじませるように……）

　紅稟は手をゆっくりと上下に動かした。すると、さらにそれが大きくなる。つるりとした先端に透明な滴が滲み、とても淫靡に見えた。

「ハァ……ッ」

　董星の吐息が荒くなるが、苦しくはなさそうだ。

（性交は粘膜同士を接触させる行為。つまり、口も粘膜だから疑似性交になる。私の口に気の流れを意識して……）

　紅稟は口を開くと彼のものを咥えた。大きすぎるそれに多少の畏怖はあれど、治療に集中し始めるとそこまで気にならない。陽根を口で包みこむと気の流れを必死で読む。

（陽の気と陰の気をなじませたら、これを吐精まで導かないと）

　まずは自分の気の流れを調整する必要があるので、咥えたまま動かずにいたが、焦れたように董星の腰が揺れた。

「く……ッ、ん――」

　掠れた声が耳に届き、紅稟はどきりとする。

　いつもの低く落ち着いた声とは違い、少し高めで艶がある。董星のこんな声を聞いたのは初めてだった。

（い、いけない。集中しないと）

　気が散りそうになり、慌てて房中術に専念する。

　咥えているだけだが、喉の奥から溢れてくる唾液が彼のものにまとわりついた。それは太い雄竿をつうっと流れていく。

「あっ……」

　再び耳に滑りこんでくる悩ましげな声に心を乱されながらも、紅稟は必死で治療を施そうとした。

　お互いの波長が合うからか、そう時間もかからずにうまくいく。

（よし、あとはこのまま吐精させれば……！）

　房中術には様々な流派があり、「射精を伴わないものこそ正」とする教えもあるが、紅稟の知る房中術は溜まったものは出すべしというものだった。

（陽根を吸って、歯を立てないようにしながら顔を動かせばいいんだっけ？）

　紅稟は彼のものを吸う。

「ク――」

　ぎりっと、董星が奥歯を噛みしめる音が聞こえた。その声がとても気持ちよさそうなので、初めてながらも紅稟の口淫は上手にできているようだ。

　大きすぎる彼のものは口に入りきらず、三分の一しか咥えられない。根元は手を動かして刺激した。

　どんどん彼の雄杭が熱を帯び、さらに硬くなった気がする。太い筋がびくびくと脈打ち、なんとなく吐精が近い予感がした。

　陽の気が溜まりすぎると早漏になるというし、終わりが見えたことで紅稟は安心する。

「……ッ、ハァ……。紅稟……っ」

　董星の形のいい唇から悩ましげな声が溢れた。男の人なのに驚くほど色気があるので、聞こえるたびにどきどきする。その息づかいにすら耳を犯される気がした。

「紅稟……っ、紅稟」

　切なそうに名前を呼ばれると、どうしたらいいかわからなくなる。溜まりすぎた陽の気をどうにかしようと集中しているのに、彼自身に意識が向いてしまう。

（このままじゃ頭がおかしくなりそう。とにかく、早く終わらせないと……）

　必死で顔を動かせば、舌先が吐精孔に触れた。その小さすぎる穴に舌の先端がくりっと入りこめば、雄杭がぶるりと大きく震える。

「クッ……、出るぞ……」

「……っ！」

　吐精の瞬間だけは最大限に集中しなければならない。彼の陽の気と自分の陰の気を慎重に合わせて絶頂を促す。

「紅稟……！」

　名前を呼びながら董星は果てた。先端から熱い雄液が吐き出され、紅稟の喉奥を濡らす。

「んむっ、ん――」

　少し渋いような不思議な味がした。彼のものは留まることを知らず、紅稟の口を白濁で満たしていく。

「……っ」

　最後の一滴まで注ぎ終えれば、彼の下腹部に溜まっていた陽気が霧散した。紅稟の処置はうまくいったらしい。

　紅稟は彼のものから顔を離すが、口内には精が溜まっていた。

「出せ」

　董星が身を起こし、大きな掌を顔の前に差し出してくる。

　まさか、皇帝の掌に吐き出せというのだろうか？　確かに彼の身体から放たれたものだが、一度口に受け入れたそれを出すのは抵抗がある。

（陛下がいいと言っても、私は気になる……！）

　恐れ多くて彼の手には出せない。さりとて、周囲には吐き出せそうなものがなかった。この高そうな布団の上に出すのも無理だ。

「……っ」

　――仕方がないと、紅稟はごくりと飲み干した。

　どうせ毒ではない。それに、性交時にそれを飲むこともあると小耳に挟んだことがある。

「お、おい……」

　紅稟の喉が動き嚥下するのを見て、董星が驚いたように声を上げた。その目の前で咳きこんでしまう。

「うっ……ごほ、ごほっ」

「莫迦もの。それは飲むようなものじゃないぞ」

　董星は寝台近くに置いてあった水差しを手に取ると、杯に注いで渡してくる。一目で皇帝専用とわかるような細かい装飾が施された銀の杯で、いつもだったら遠慮していただろう。

　しかし口内の違和感が凄まじく、紅稟はそれを受け取った。こくりと飲めば、水が口内を清らかにしてくれる。

　あっという間に空にすれば、董星がおかわりを注いでくれた。皇帝である彼にこんなことをさせるなんてとんでもないが、どっと押し寄せてきた疲労感で頭が回らず、彼に甘えてしまう。

　二杯目を飲み干せば、ようやく落ち着いてきた。改めて董星を見ると、気の流れも落ち着いたようだ。

「陛下。溜まっていた陽の気が散り、お身体は元に戻ったようです」

「そうみたいだな。ずっと熱に浮かされていたというのに、今はずいぶんと身体が軽い」

　先程まで赤らんでいた彼の顔色はすっかり元通りになっていた。表情も元気そうである。

「無様な姿を晒してしまい、申し訳ございませんでした」

　紅稟は銀の杯を返そうとする。しかし、彼は受け取らない。

「それは褒美だ。取っておけ」

「えっ……」

　紅稟は改めて杯を見た。

　ずしりと重いそれは綺麗に磨かれてはいるものの、年季が入っているようだ。高そうではあるけれど、皇帝ならばもっといい杯を作らせることができるだろう。

（わざわざこんな杯を使っているなんて、これって陛下にとって大切なものなのでは……？）

　紅稟は戸惑ってしまう。

　しかし、侍医がどうにもできなかった症状を治療したのだ。この褒美は受け取るべきで、遠慮したら彼の矜持を傷つけてしまう。

「はっ。恐悦至極に存じます」

　紅稟は恭しく跪拝して感謝の意を示す。

「皆様陛下を心配していらっしゃるでしょうから、無事に治療が済んだことを知らせて参ります」

「……ああ、頼む」

　董星は乱れた寝衣を整える。大切そうに杯を持ちながら、紅稟は扉へと歩いていった。

　室内にはすべて筒抜けだったが、聞こえていただろう護衛兵は表情を引きしめたままだ。さすがは入室を許されている兵である。

　紅稟が近づくだけで、なにも言わなくても扉を開けてくれた。案の定、扉の前では官吏たちが落ち着かない様子でそわそわと待ち構えている。

「無事に終わりました」

　報告すれば、彼らはほっと安堵の表情を浮かべた。原因不明の高熱なのだから、最悪崩御の可能性も視野に入れていただろう。

　世継ぎの問題もあるけれど、それ以前に董星がいなくなったら国は荒れるに決まっているので、その憂いがなくなったことに胸を撫で下ろしている。

　ふと、官吏の一人が紅稟が手にしている杯を見た。

「ところで、その杯はどうした？　治療中に壊れたのか？」

「こちらは褒美として陛下にいただきました」

　紅稟が答えると官吏たちがざわめく。

「なんだと！　その杯を陛下が？」

「まさか、そんな……」

　その様子から、どうやら自分はとんでもないものを頂戴したようだと紅稟は悟った。

（褒美とはいえ、私には不釣り合いなもののようね。とりあえずはもらっておいて、落ち着いたら後で陛下に返上しましょう。どうせ、また後宮にいらっしゃるでしょうし）

　紅稟はぼんやりとそんなことを考えたが――その日を境に、董星は変わった。






　　　　◆　　◆　　◆　　◆






　董星が熱を出してから、二週間が経った。房中術によりすっかり元気になった彼は、寝こんでいる間に溜まった仕事もすぐに片付けたようだ。

　そして、董星は今まで以上に後宮に顔を出すようになった。とうとう後宮に仕事部屋を作り、一部の机仕事を行うことにしたのである。

　かつて、彼は「政務の一部を後宮ですることを考えている」と言い、妃がいないのだからと官吏の後宮への立ち入りを認めようとしていた。

　それを本当に実現してしまったのだ。

　しかも、後宮での仕事中は必ず紅稟を同室させた。もちろん、紅稟に手伝えるような仕事はない。ただ同じ部屋にいるだけなのに、彼は時折紅稟を見ては満足そうに微笑む。

　ここまでくれば、「陛下はあの占者を娶るつもりだ」という噂もいよいよ大きく広まった。その噂には、紅稟が杯を下賜された話もついて回る。

　紅稟がもらったあの杯は、彼の祖父の代から使われていた由緒正しきもので、董星はとても大切にしていたらしい。熱を出した時には必ずその杯を用意させ、水を飲んでいたようだ。

　いくら褒美とはいえ、わざわざその杯をただの占者に渡すはずがない。陛下はようやく妃を迎える気持ちになったのだと、宮仕えのものたちは嬉しそうである。

　高価というよりは思い入れのある品を受け取ってしまったことに気付いた紅稟は、ますます杯を返しづらくなってしまった。

　値段が高いだけの品なら「身分不相応」として返上できるが、この杯にこめられているのは董星の思いだ。こんなに噂が広まってしまった今、おいそれと返すことは皇帝を貶めることになってしまう。

　さらに、董星は狩りや剣の鍛錬の場にも紅稟を連れていくようになった。

　彼は狩りの腕も一流だし、剣の腕もいい。仕事をしているだけでは見えなかった董星の魅力をまざまざと見せつけられた。

　ここまでくれば、紅稟も悟る。――董星は、あえて紅稟に自分の格好いいところを見せているのだと。

　あの房中術の日まで、彼は後宮に来ては紅稟に甘えるだけだった。膝枕をねだり、爪を塗らせてゆったりと過ごす。居心地のよい空間を提供しているだけでは、特に心が動くこともなかった。

　しかし、ここ最近の董星は違う。

　狩りや剣技など男らしい一面をわざわざ見せてきた。連れていかれれば顔を背けるわけにはいかず、紅稟はしっかりと董星の勇ましい姿を目に焼き付けることとなる。

　特に、走る馬上から矢を放ち獣を射止めたのは見事だった。

　走る馬に乗るのだけでも大変なのに、手綱から手を離して弓を構えるのだ。よほど体幹がしっかりしているのか、上半身はぶれることがない。

　――ゆれる黒髪に、獲物を見る真剣な眼差し。そして、矢を放つ指先の動きまで、しっかりと脳裏に焼き付けてしまった。

　もちろん、その日の夕餉は董星が狩った獲物だ。

「余を殺そうと向かってくる人間に比べたら、逃げる獣を射止めるなど簡単なことよ」

　大陸を制圧した覇者である彼は、上機嫌で酒をあおる。紅稟も素直に賞賛した。

「ええ、とてもすごかったです。感動しました」

「狩りは楽しいな。もっとも、今も狩りの最中だが」

　そう言って、董星はじっと紅稟を見つめてくる。これには紅稟もどきりとして、なにも言えなくなってしまった。

（狩りって……私が獲物ってこと？）

　彼は自分の顔のよさも、男としての魅力も自覚しているのだろう。まったくたちが悪い。

　そんな董星は、思わせぶりな言葉を紡ぐだけだった。

　紅稟に直接愛の言葉を囁くこともないし、求婚もしない。紅稟の立場は客人のままである。

　だが、なにも言われないことで、より追い詰められている感じがした。まさに狩られるのを待つ獣である。

（私の自意識過剰な思いこみならよかったのに。……でも、これは違う……）

　董星は食事も後宮でとるようになった。表向きは陽の気が溜まりすぎない食事かどうか、紅稟に見てもらうという理由だ。

　今日も後宮で食べたのだが、食後の酒をあおっている彼の膝の上にはなぜか紅稟が横抱きで乗せられている。董星は片手で紅稟の腰を押さえながら、もう片手で杯を手にしていた。

「今日の風は心地よいな」

「……そうですね」

　紅稟は気もそぞろに答える。

　少しだけ冷たい風が頬を撫でるのは気持ちがいい。しかし、男性特有の筋肉質な太腿の座り心地は悪い。緊張もするし、降ろしてほしい。

　紅稟が落ち着かない様子なのはわかっているだろうに、董星はまったく気にしないそぶりで酒を楽しんでいる。そのくせ、離さないといわんばかりに紅稟の腰をがっしりと掴んでいた。

　そんな二人の様子を、その場にいる官女や護衛兵たちが微笑ましく見つめている。あの董星が女性を膝に乗せているのだから、さぞかし仲睦まじく見えるだろう。

（解放してほしい……！）

　腰に添えられた手も、臀部から伝わる腿の筋肉の硬さも、妙に意識してしまう。緊張して深く息をついてしまえば、それは董星の耳に当たった。

「んっ」

　董星が身じろぐ。

「も、申し訳ございません」

　皇帝に息を吹きかけてしまったと、紅稟は慌てて謝る。もちろん、董星は不機嫌になった様子もない。

「かわいいから許す。……そら、仕返しだ」

　彼は紅稟の耳元に唇を寄せると、ふっと息を吹きこんでくる。

「ひうっ」

　紅稟はぴくりと肩を跳ね上げた。その様子を見て、董星は愉快そうに笑う。

　頬を染めながら、熱くなった耳を押さえた。

（か、かわいいから許すって……！）

　耳を刺激されたことはもちろん、その言葉もとにかく恥ずかしい。すぐにでも逃げ出したくなったけれど、しっかり腰を押さえられていてはそれも敵わない。

　紅稟は至近距離で彼の顔を見ることになってしまう。

　董星の顔がいいことは一目瞭然だが、皇帝の顔を凝視するのは畏れ多いと思い、今までよく観察することはなかった。だから、改めて彼の魅力に気付く。

　一重のすっきりした目は凜々しく吊り上がり、眉の形も弓なりに整っている。近くで見ると、彼の睫がとても長いことがわかった。

　年は三十七になるが、顔には吹き出物や黒子もなく、滑らかで若々しい。鼻筋もすっと通っていて、形のいい唇は艶やかだ。

　そんな彼に優しげな微笑みを向けられれば、胸がざわついてしまう。しかも自分を見ろとばかりにしきりに話しかけてきては、紅稟の顔を覗きこんでくるのだ。董星は自分の顔のよさをよくわかっていて、あえて紅稟に見せつけてきている。

「胡桃は好きか？」

「は、はい」

　答えれば、皿の上からひとつ摘まみ上げると、紅稟の口に押しこんできた。

「んっ」

　もういい年なのに、皆の前で手ずから食べさせられて余計に羞恥心がこみ上げてくる。

　まごつく紅稟を見つめる董星はとても幸せそうだった。

















四章　陛下の運命の人が私でも、私に皇帝の妃なんて？












　その日も紅稟は日課として広い後宮を歩いていた。もちろん側仕えが一緒だし、その少し離れた場所から護衛兵までついてくる。

　後宮への官吏――つまり男性の立ち入りを許可してからというもの、紅稟にも護衛がつくことになった。異例の事態のはずだが、周囲の官女たちも「まあ、そうなるでしょうね」とあっさり受け入れている。

　歩きながら、紅稟は思案する。

　董星は紅稟に対し、積極的に交流を持とうとしていた。

　自分の格好いい姿を見せたり、あからさまにかわいがったりする。ただの気まぐれではなく、そこに好意があることは紅稟も伝わっていた。

　董星と紅稟は気の波長が合うので、自分の側にいれば彼はそれだけで居心地よく感じる。一緒にいるうちに自然と惹かれても無理もない。

　そんな中、房中術が決め手になった。おそらくあの瞬間、彼の中で紅稟は「お気に入りの占者」から「絶対手に入れたい女性」になったのだろう。

　しかし董星は愛の言葉を囁くこともないし、妃になるように命じることもなかった。皇帝たる彼が一言「妃になれ」と言えば従うしかないのに、それをしないのだ。

　紅稟をそこまで好きではないから――ではなく、本当に好きだからこそである。

　占者として多くの恋愛相談を受け、恋模様を見てきた紅稟はわかってしまった。

　董星は本気で紅稟を妃にしようとしているのだろう。形式上だけではなく、この心までしっかりと手に入れるつもりだ。

　だからこそ、彼は紅稟を自分に惚れさせるために頑張っているところなのである。

　この国の最高権力者であり、見目麗しい男が紅稟のために努力している。その事実が紅稟の胸を激しく揺さぶった。

　出会った時から彼の顔のよさは変わらないけれど、ここ最近はよりいっそう格好よくなったように見える。

　かつては皇帝としての威厳が保てる程度にしか外見を整えなかったようだが、最近ではわざわざ自分に似合う色の服や装飾品を身に付けて紅稟に会いに来ているようだ。肌の手入れも始めたらしい。

　だからといって、彼は仕事をおろそかにすることはなかった。むしろ、ここ最近のほうが順調だ。

　董星の変貌ぶりに紅稟は翻弄されてしまう。もうどうしたらいいかわからない。

（陛下の運命の人が私ならば、私の運命の人も陛下であるはず）

　自分自身のことは占えないが、そのくらい予想はつく。

　紅稟も彼の側にいると心地よく感じる。波長が合うからだとわかっているから、特別彼に惹かれることはなかった。

　それでも、董星が――この国の皇帝が、田舎者の占者である紅稟を手に入れようとしている。その姿を見て心が動かないはずがない。

　ただ、皇帝の妃なんて大変だという思いが紅稟を踏みとどまらせていた。

　田舎で暮らしていた紅稟は貴族の作法など知らない。

　それに、妃というのは愛されるだけが仕事ではない。この大きな後宮を取り纏めるのも妃の役目だ。他に妃がいないなら当然それは紅稟の責任となる。とてもじゃないが、浅学な自分に務まるとは思えない。

（恋は気がついたら落ちているもの。あんないい男に迫られたら、誰だって気になってしまうわ。……でも、それはそれとして、皇帝の妃なんて私には無理よ）

　よりにもよって、董星はこの国の皇帝だ。好きだから、愛しているからという気持ちだけで結ばれたいとは思わない。

　そして、董星もそれがわかっているからこそ無理に攻めこまず、「好きだからこそ、大変でも頑張ってみようかな」という気持ちを紅稟に芽生えさせようとしているのだ。

　さすがはこの大陸を統一した男だ。とんだ策略家だし空恐ろしい。

　ただ、このままでは分が悪いことは自分でもわかっている。まず間違いなく、彼に骨抜きにされてしまうだろう。そんな魔性のような魅力があの男にはある。

（村に戻って、恋占いが得意な人に占ってほしいわ……！）

　こういう時こそ占いに頼りたいと強く思った。

　帰りたい。本当に村に帰りたい。……もっとも、今の董星がそれを許すはずはないけれど。

　董星が後宮で過ごす時間が増え、あからさまな好意を向けてくるものだから、会っていない時も彼のことを考えるようになってしまった。

　脳裏に浮かぶのは、董星の綺麗な顔だったり、優しげな声だったり、格好いい姿だったり――とにかく、彼を思い出すとなぜか熱くなってしまう。そして、胸の鼓動が早まるのだ。

　じっとしていると脳内が董星で埋め尽くされてしまう。紅稟は頭を冷やして自分を落ち着かせるため、後宮の中を散歩して身体を動かすことにした。

　すると、廊下の向かいから官吏がやってきた。おそらく、董星の仕事部屋に書簡を運んだのだろう。

（宦官ではない男性を後宮で見かけるのも、珍しいことではなくなってきたわね。……でも、もし私が妃になったら、また男性の立ち入りは禁止されるのかしら？）

　現状、後宮に妃がいないからこそ特例として男性の出入りが許可されている。しかし紅稟が妃となれば、後宮の秩序のために律するだろう。

　そこまで考えて、紅稟は自分が董星の妃になった未来を想像していることに気付く。

（……っ！　妃になんてなりたくないのに、私、どうしてしまったの）

　かっと頬が熱くなり、両手で押さえた。すると、こちら側に向かってきていた官吏が紅稟に声をかける。

「これはこれは紅稟様、ご機嫌麗しゅう」

「ごきげんよう」

　紅稟はにこやかに挨拶をした。

　後宮への出入りが許されている官吏が、なんの後ろ盾もない紅稟にすり寄ろうとするのは珍しくはない。

　官吏たちは、そのうち紅稟が董星の妃になると思っている。だから紅稟に近づいて好印象を与え、ゆくゆくは出世への足がかりにするつもりなのだろう。

　最近の董星は雰囲気が柔らかくなったとはいえ、皇帝としての威圧感は凄まじく、おいそれと近づけるような存在ではない。だからこそ、紅稟にごまをすっておくのだ。

「私は紅稟様と話がある。下がっているように」

　官吏は側仕えと護衛兵に声をかけた。ここに出入りできる官吏なのだから位は高いのだろう、側仕えたちは大人しく彼に従う。

　……といっても、董星のお気に入りである紅稟と男性を二人きりにするわけにはいかない。

　側仕えたちは会話が聞こえない程度まで下がったが、きちんと紅稟と官吏を監視できる位置に待機する。

「お話とはなんでしょうか？」

　連日、官吏たちから「私のことを陛下によろしく伝えてくれ」と頼まれ続けている紅稟は、慣れた様子で官吏に声をかけた。すると、彼は袖口を口元に添えて顔半分を隠す。

（あら？）

　わざわざ口を隠すのは、唇の動きで話した内容を読み取られないようにするためだ。そこまで警戒してまで伝えたいことがあるのかと身構えてしまう。

「実はお願いがありまして。紅稟様にはもう一度、陛下の運命の人を占っていただきたく」

「え……？」

　どきりとした。

　以前は運命の人が視えなかったと言ったが、ここ最近の様子から、董星の運命の人が紅稟になったと考えたのかもしれない。ここで再び占いをさせて、手っ取り早く董星と紅稟を結ばせてしまうつもりなのだろうか。

（ど、どうしよう……）

　董星の運命の人が紅稟であることは自分が一番よくわかっている。人生の分水嶺を過ぎることで運命が変わり、占いの結果が変わることもあるが、おそらく董星の運命の人は紅稟のままに違いない。

　あの時は視えないと誤魔化せたけれど、今回はうまくいくだろうか？

　そんなことをあれこれ考えていると、官吏が言葉を続ける。

「そして、私の娘が陛下の運命の人だと伝えてほしいのです。その上で紅稟様にはこの後宮から去っていただきたい。占いの結果、自分がここにいては不吉だとかなんとか、紅稟様ならいくらでも理由をつけられるでしょう？」

「……は？」

　予想もしていなかった提案をされて、紅稟は呆気にとられる。

　周囲の者たちはこぞって紅稟に董星の世継ぎを産んでほしいと望むものだから、目の前にいる官吏もそうだと思いこんでしまったようだ。勝手に勘違いして恥ずかしい。

　それはそれとして、占い結果を偽れというのは好ましくはなかった。

「本当にそのような結果が出たのならば伝えます。しかし、私には占者としての矜持があるゆえ、偽りの結果を伝えることはできかねます」

「……ほう。これを見ても言えますかな？」

　官吏は腰に下げていた巾着袋を開いて中身を見せてくる。覗きこむと、そこに入っていたのは見覚えのある耳飾りだった。

　――それは、紅稟の母親が身に付けていたものである。

　かつて貴族を占った時にもらった特別な耳飾りで、同じものはふたつとないと言っていた。小さな傷の場所まで一緒だから、母親のもので間違いない。

「どうしてこれを……」

　紅稟の顔色が変わる。

「あなたの村に私の手配した凶手がいます。もし、私の願いを聞いてくださらないのならば……どうなるか、わかりますね？」

「……っ」

　説明されなくても、母親が殺されるのだとわかった。

「陛下に助けを求めても構いません。しかし、私の密偵はいたるところにいますからね。もちろん、後宮にも。陛下があなたの故郷に助けを向かわせるより、私の凶手があなたの母親を殺すほうが早いでしょう」

　官吏は口元を隠しているが、にやにやと下賎な笑みを浮かべているのは伝わってくる。

「母親を犠牲にしてまで陛下の妃になりたいのですか？　そうではないでしょう。田舎者のあなたに妃という立場は荷が重すぎます。ですから紅稟様は未だに陛下の妃になっていないのですよね？」

　董星が紅稟を寵愛しているにもかかわらず、まだ妃として迎えていない理由を彼は気付いているようだ。この後宮への出入りを許されているということは董星からの信頼も厚く、かなり有能な官吏なのだろう。

　紅稟が董星にこのことを告げれば、彼はただでは済まない。それでも勝算があるから、こうして紅稟に話を持ちかけてきたのだ。

「どうします？　私の凶手はせっかちでしてね。……この場で決断してもらえなければ、うっかり手を滑らせてしまうかもしれません」

　しかも、彼は考える間も与えず決断を迫ってくる。本当に嫌になるが、こういう男だからこそ高官まで上り詰められたのだろう。

　紅稟は彼の知略に敵わない。田舎者の娘に、この状況を覆す一手など思いつくはずがないのだ。自分にできるのは、董星と母親、どちらをとるのか選択することだけ。

（この人の要求は、娘さんを運命の人だと伝えるだけでなく、私が後宮を去ること。……そうよね、寵愛を受けている私の存在は邪魔でしょうし）

　おそらく後宮を去れば、二度と董星には会えなくなるはずだ。この官吏がそういう風に手を回すのだろう。

（陛下に会えなくなる……）

　紅稟は胸を手で押さえる。

　ここ最近の猛攻で、すっかり董星に惹かれていた。皇妃になるのは嫌だけれど、董星自身は素敵な男性だし、ほのかな恋心が育っていたことに今さら気付いたのだ。

　だが、この恋心と母親の命を比べれば後者を選ぶ。董星も紅稟も、失恋したくらいでは死なない。しかし母親は紅稟が選ばなければ死んでしまうのだ。

「……わかりました、従いましょう。ですが、運命の人があなたの娘だと伝えたところで陛下が妃に迎えるかどうかはわかりませんし、私を後宮から出してくれるかどうか……」

「そこはご心配なく。私の言う通りに伝えていただければ、後はなんとかします。もちろん、あなたを故郷まで送り届けて差し上げますよ。ええ、きちんと手配しますとも」

　彼は確実に紅稟を後宮から追い出すつもりだ。彼にとって紅稟は邪魔者であるが、道中、賊に襲われた風を装って命を狙われることはないだろう。

　この流れで紅稟が死ねば、董星は間違いなくこの官吏を疑う。だから、彼は無事に故郷まで送ってくれるはずだ。彼は頭が切れるから、紅稟を殺すことは悪手だと理解している。

「わかりました」

　紅稟は静かに頷いた。

「ふふふ、ありがとうございます。いやはや、話が早くて助かる。国試を突破した官吏なのに察しの悪い莫迦もいますからねぇ……。ええ、安心してください。たくさんのお土産を持たせてあげますからね」

　彼はくつくつと喉を鳴らす。

「それでは、後のことはすべて私に任せてください。……詳細は追って伝えます」

　それでは失礼と言って官吏は立ち去る。すると、離れていた側仕えたちが寄ってきた。

「あら？　紅稟様、お顔の色が悪いようですが……」

「……っ、大丈夫よ。気にしないで」

　どうやら、動揺が顔に表れていたらしい。

　気にするなと言っても、「でも……」と彼女は心配そうに顔を覗きこんでくる。なにかおかしいと勘付いているようだ。

　紅稟が董星になにも言わなくても、周囲の者が「あの官吏と会話した時の様子がおかしかった」と伝えてしまったら厄介だ。

　あの官吏は頭が切れるだろうが、董星はその上をいくはず。紅稟を脅したことを突きとめるだろうし、その時はあの官吏は拘引されるが、母親だって危ない。計画が失敗した腹いせに殺されてしまうだろう。

　官吏を庇いたいわけではないが、母親のために嘘を吐く。

「あの人……その、息の匂いが、ちょっと……。それで、なるべく息を止めていたら苦しくなってしまって」

「まあ、そうだったのですね！　確かにご自身でも口元を覆っていましたし、大蒜でも食べたのでしょうか？」

「そうね。心配かけてごめんなさい」

　どうやら、うまく誤魔化せたようだ。あの官吏がわざわざ口元を隠していた理由づけにもなったし、ほっとする。

「……さあ、行きましょうか」

「はい」

　とりあえずは浮かない表情のままでも怪しまれることはない。紅稟は足を踏み出す。

（陛下の気持ちは嬉しいけれど、妃にはなりたくないと思ってた。それでも、こんな形で後宮を出ていくことになるとは思わなかったわ……）

　故郷に帰りたいと思っていたけれど、それは一時的なもの。また後宮に戻ってくるつもりだったのだ。

　もう会えなくなると思うと、胸にぽっかりと穴が開いたようで切なくなる。

　それでも、この決断は間違っていない。紅稟には紅稟の守るべきものがあり、この状況では最善の選択をしたと思っている。

（そうよ。母さんの命が大事）

　もし時間を巻き戻せたとしても同じ道を選ぶだろう。自分で選んだくせに傷ついたような顔をするのは卑怯だ。紅稟はきゅっと唇を噛みしめ、顔を上げる。

　――再び皇帝の運命の人を占うようにと命令を受けたのは、それから三日後のことだった。

















五章　絶対に失いたくないもの












　あの官吏の仕事は早く、あっという間に占いの場を設けられてしまった。

　董星と紅稟がまだ男女の仲でないことは周知の事実で、肉体関係が生じる前に自分の娘を売りこみたいのだろう。

　あの日と同じように、紅稟の周囲には占いのための道具が用意されている。数ヶ月間、一度も出番のなかった水盆はきちんと手入れされていて、鈍色に輝いていた。

　玉座に座る董星はどこか楽しそうだ。まるで、自分の運命の人がわかっているかのような表情である。

　おそらく、紅稟には特別に感じるものがあったのだろう。覇者の持つ勘というやつだろうか。

　今回の占いには以前とは比べものにならない数の官吏が立ち会っていた。その大半が、董星と紅稟が結ばれることを願っている。

　前回同様「運命の人が視えなかった」という結果ならば、なにかしらの理由をつけて紅稟を薦めるに違いない。みんな、董星の世継ぎを望んでいるのだ。

「それでは、占ってみせよ」

　董星の凜とした声が謁見の間に響き渡る。この心地よい声を聞くのも今日で最後になるのかと思うと、寂しさを覚えた。

　けれど、それを表情に出さずに紅稟は占いを始める。

　水盆に仰々しく手をかざしながら、心の中で強く思う。すると、董星の運命の人として視えたのは紛れもなく自分であった。

　――変わらずに運命の相手であり続けた事実が、紅稟の心を少しだけ慰めてくれる。

「視えました」

　そう告げると、官吏たちがざわついた。董星は満足げに頷く。

「よろしい。して、誰が視えた。申してみよ」

　この場で「私です」と答えようものなら、皆の前で口説いてきそうな勢いだ。彼の中では自分の運命の人が誰なのか確信しているのだろう。

　もちろん、紅稟は真実を告げられない。

「若い女性です。年は二十歳そこそこくらいでしょうか。背が高いようで……そうですね、私よりも高く、陛下と並べばとても絵になると思います。美しい黒髪は腰までの長さで、口元に黒子がありました。……ああ、名前に鈴という文字が入るようです」

　事前に官吏から伝えられた特徴をすらすらと述べる。その内容に紅稟は当てはまらない。董星の表情がみるみるうちに曇っていく。

「ん？　誰のことだ？」

「他の特徴はともかく、口元に黒子があるというのは数が絞られるぞ」

「しかし、陛下の運命の人はあの娘ではなかったのか？」

　官吏たちのざわめきが紅稟の耳に届く。しかし、例の官吏は「それは私の娘の特徴が一致します」と名乗り出なかった。なぜだろうと思っていると、今度は別の会話が聞こえてくる。

「しかし、口元に黒子か……。誰かの娘にいなかったか？」

　なるほどと紅稟は思った。

　ここで「自分の娘です」と宣言するのではなく、他者から「あの人の娘のことでは」と言ってもらいたいのだろう。この場で名乗り出るのは悪目立ちしすぎるし、怪しまれたらおしまいだ。

（さあ、私は続きを言わないと……）

　例の官吏からの要求はひとつだけではない。紅稟は再び口を開く。

「そして、この占いと同時に、私は後宮を去るべきだという啓示がありました。私の存在が凶となり、不幸を呼び寄せてしまうようです。この国の未来のために、そして陛下のために、今この時をもって私はここから去ります」

　紅稟が去ると言えば、再び官吏たちが驚きの声を上げた。

「なんだと？　あの娘が後宮を去るだと？」

「子を孕んでも、産まれるのが男児とはかぎらぬから、妃は一人でも多いほうがいい。陛下の寵愛を受けているのであれば、たとえあの娘が運命の人でなくても後宮に留まらせるべきでは……」

「しかし、あの娘の占いは当たる。不幸を呼び寄せてしまうと言ったぞ？　いくら寵愛を受けているとはいえ、いないほうがいいのでは？」

「今占った運命の人が見つかるまで時間がかかるかもしれない。それなら、残ってもらったほうが……」

　運命の人でなかったとしても、官吏たちは紅稟を後宮に残しておきたいらしい。

　確かに、子を産む女性は多いほうがいいだろう。そもそも、これほど後宮が大きいのはたくさんの妃を持つためだ。

　だが、帝室に不幸を呼び寄せられては困る。

　当人の意思などそっちのけで、紅稟を後宮に残すか否か官吏たちが議論を始め、徐々に声が大きくなる。すると、董星が声を張り上げた。

「黙れ！」

「……っ」

　地を這うような声だった。その迫力に気圧され、全身に鳥肌が立つ。

（これが……これが、皇帝）

　紅稟は董星を見た。鋭い眼差しが射貫いてくる。

「紅稟、その占いは真か？　運命の人などどうでもいいが、お前は後宮を出ていくつもりなのか？」

「はい」

「そうか」

　董星が玉座から立ち上がった。そして、まっすぐ紅稟の前に歩いてくる。

　水盆の前で立ち止まると、彼はそれを横に蹴った。水が零れ、床の上をがらがらと水盆が転がっていく。

「実にくだらぬ占いだ。その盆を処分しろ」

「……は、はい」

　官吏の一人が震えた声で返事をして、水盆を拾い謁見の間から出ていく。

　あの水盆は雰囲気を出すためだけの品で、なくなったところで占いになんの影響もないが、高価な品なので勿体なく思う気持ちもあった。

「陛下……」

　紅稟は董星を見上げる。双眸は鋭く吊り上がり、彼が怒っていることがわかった。

　董星は紅稟の腕を掴むと無理矢理立たせる。

「余は部屋に戻る。余が許可するまで、何人たりとも入室は許さぬ」

「えっ……」

　紅稟の手を引きながら彼は歩きだした。

　誰も彼に声をかける者はおらず、黙って見守っている。不興を買えば殺される――そんな圧を董星は放っていた。皇帝つきの護衛兵だけが離れてついてくる。

「へ、陛下。落ち着いてください」

　沈黙の中で紅稟が声を上げるが、董星は返事をしなかった。無言で自分の宮へと向かう。

「い、痛いです……」

　そう呟けば、腕を握る力が少しだけ弱められた。しかし、振りほどけるほど緩くもない。

　足が長く、歩幅の大きい董星の進みは速い。手を引かれながら紅稟は小走りでついていき、あっという間に皇帝の宮に到着した。そのまま彼の部屋まで連れていかれる。

　護衛は部屋の中までは入ってこず、扉の前で待機するようだ。室内は完全に二人きりである。

　董星は部屋の奥にある寝台の前まで紅稟を連れていくと、そこに放り投げた。ふかふかの臥具の上で紅稟の細い身体がはずむ。

　投げ出されたけれど痛くはなかった。おそらく、手加減されたのだろう。

　紅稟が身を起こそうとすると、董星が覆い被さってきた。艶のある黒髪が前に流れてきて、どきりとする。

「陛下……？」

「余に運命の人とやらがいるなら、お前しかいないと思っていたんだがな。凄腕の占者というが、外れたのか？　……まあ、運命の人などどうでもいいさ。問題は、お前が後宮を去ると言ったことだ」

　切れ長の目がまっすぐに覗きこんでくる。

「お前の側にいると妙に居心地がよく、穏やかな気持ちになれた。気分よく過ごせさえすればいいと、それ以上は望んでいなかったが――余が思いを吐露した時、お前は余に十分だと言った。それを聞いて余の心は軽くなったんだ」

　彼の大きな手が紅稟の頬に触れた。その指先が微かに震えている。

「それまでは余の気分をよくするだけの存在としか思っていなかったが、お前のことが気に入った。紅稟なら妃にしてもいいくらいに考えていたけれど、熱を出したあの日に余の出したものを飲みこむお前を見て、酷く心が乱された。あの瞬間、恋に落ちたのだろう。妃にしてもいいどころか、お前を自分のものにしたいと思った」

　董星の気持ちは知っていたけれど、直接言葉で紡がれて紅稟の頬が染まる。

「妃になれと命じるのは簡単だ。だが、誰かの願望を叶えるだけの存在がどれだけ虚しいか、自分でもよくわかっている。だからこそ、お前が自分の意思で余の側にいたいと思うように動いた。余が紅稟に好いてもらおうと尽くしていたことは、聡明なお前なら気付いているだろう？」

　訊ねられれば紅稟は頷くしかない。紅稟が気付いていることくらい、彼にはお見通しだろう。

「それなのに、なぜ後宮を去る？　なぜだ。もう、余の側にいたくないというのか？」

「私がここにいると不幸を呼び寄せてしまうと占いで出たのです。ですから、私は去らなければなりません」

「はっ、なにが占いだ。仮にそのような結果が出たところで、それでも余と一緒にいたいという強い気持ちはお前の中に芽生えなかったのか？　余はたとえ不幸になるとわかっていても、紅稟と共にいることを選ぶ。それだけお前が好きだからな」

「……っ」

　まっすぐな言葉に、紅稟の胸が激しく揺さぶられる。

「どうすればいい？　どうすれば、占いの結果より余を選ぶ？　余も鈍くはない。お前の心の中に余を思う心はあるんだろう？　……では、身体のほうはどうだ？　この身に余を深く刻みこめば、もう余から離れられなくなるか？」

「陛下、それは……っ、ん！」

　一気に距離をつめられ、唇が重なる。腕をもがかせれば指を絡められ、真っ白な敷布に縫い止められた。

　のしかかられて身体がぴたりと密着する。とはいえ、体重をかけられたわけでもなく、苦しくはなかった。

「んっ……」

　董星は上唇と下唇に丹念に舌を這わせた後、閉じた部分をつうっと舌先でなぞった。

　反射的に唇をぎゅっと強く閉じれば、唇全体を覆われる。唇の裏側の温かな粘膜にどきりとして力を抜けば、今度は上唇を吸われた。

「は……っ、ん……」

　閉じた唇からくぐもった声が漏れる。

　下唇を吸われると、ちゅっと軽やかな水音が響いた。そして、再び唇の閉じた部分を舌先で舐められる。

　まるで請うかのような動きだった。

（私が自分から唇を開いて、受け入れるのを待ってるんだ……）

　無理矢理舌をねじこんできたり、指で口を開けたりはしない。彼はただ優しく唇をなぶり、舌先で懇願してくる。

「ふっ、んう……っ、ん」

　啄まれる唇が熱くなり、じんと痺れる。

　初めて口づけを経験したけれど、こんなに気持ちいいものだなんて知らなかった。与えられるまま、ねっとりとした接吻に溺れていく。

（唇を重ねるだけでこんなにも気持ちいいなんて、口を開いたらどうなってしまうのかしら）

　紅稟ももういい年なので、口づけというのはただ唇を重ねるだけの行為でないことを知っている。互いの舌を絡め合う、情熱的なものがあるのだ。

　そして、董星はそういう口づけを紅稟と交わしたがっている。

「ん……ふっ、はぁ……」

　何度も何度も、唇を吸われては閉じた部分を舐められる。唇どころか、お腹の奥も熱くなってきた。

　うっとりとして力が抜け、ふとした瞬間に唇が開いてしまう。

「……！」

　董星の口角が微かに上がった。次の瞬間、彼の舌が紅稟の口内に侵入してくる。

「んむっ！」

　自らの意思で開いたというよりは、熱烈な接吻に根負けして力が抜けてしまった形ではあるが、結果として紅稟は自ら唇を開いた。許しを得た董星の肉厚な舌が紅稟の口内をゆっくりと犯していく。

「はっ、んうっ……！」

　歯列をなぞられ、上顎を何度も舐められる。縮こまった舌は搦め捕られ、彼のものと擦り合わされた。董星の唾液が流れこんできて、こくりとそれを嚥下する。

（なにこれ……。こんなの、すごすぎる……）

　あっという間に全身が火照ってしまった。無意識に腰が揺れると、ぐっと彼が身体を押しつけてくる。熱く硬いものが下腹部に当たり、かっと頬が赤くなった。

　董星はぐいぐいと、自分の身体を紅稟に押し当ててくる。すると、彼が身に付けている装飾品が柔肌をえぐってきた。

　皇帝である彼は、当然それにふさわしい服装に身を包み、たくさんの装飾品をつけている。首飾りに大きな帯鉤たいこう、他にもじゃらじゃらとした飾りは重さがあり、身体が密接すればそれが紅稟に痛みを与えた。

「あっ、はぁ……っ、んぅ……、……痛っ」

　嬌声に混じり、苦痛の声を上げてしまう。董星はばっと身を起こした。

「当たったか。悪いことをした」

　そう言って彼は装飾品を外していく。飾りだけ外せばいいものを、彼はついでだと言わんばかりに勢いよく服を脱ぎ捨てた。

　鍛えられた逞しい胸板が露わになる。彼の下腹部だけならすでに見ていたけれど、裸を見るのは始めてだ。

　よく鍛えられて膨らんだ胸筋に、割れた腹筋、形のいい臍――紅稟はその肉体美に釘付けになる。

　下帯まで取り払い、彼は一糸まとわぬ姿になると、紅稟を見てふっと微笑んだ。

「いいぞ、もっと見ろ。許す。そして、余から離れられなくなればいい」

「あっ」

　董星は紅稟の手を取ると、厚い胸板に触れさせた。女性とは違う硬い触感に胸が早鐘を打つ。

「紅稟……」
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　再び顔が近づいてきて、唇を重ねられた。今度は抵抗することなく唇を開くと、さっそく舌が侵入してくる。

　彼の逞しい身体に紅稟の胸が押しつぶされた。再びぐいぐいと腰を押し当てられ、彼の昂ぶった雄の存在を教えこまれる。

（このままでは抱かれてしまう）

　彼への恋心は芽吹いていたし、口づけがあまりにも気持ちいいから、このまま身を任せたくなる。好きな男にここまで迫られれば心が揺れた。

　しかし、このまま彼に抱かれたらどうなってしまうだろう？　紅稟はあの官吏に従ったけれど、彼の望む結果にならなければ、郷里の母は殺されてしまうのではないだろうか？

　恋心は失っても新しい恋ができるかもしれないが、命は失ったらもう戻らない。

（だめ、このまま流されたら母さんが……！）

　抵抗しようと彼を押し返そうとするが、熱烈な口づけに翻弄されて身体に力が入らない。ぺたりと、まるで彼の胸板を触るだけになってしまう。

「んうっ、ん……！」

　唇の隙間からつうっと唾液が溢れると、董星が唇を離し、それを舌先で舐め上げた。

「ひあっ！」

　びくりと腰がはねる。

「ああ、かわいいな。その初心な身体に余をたっぷりと刻みこみ、離れられなくしてやる。余を誰だと思っている？　この大陸を統一した男だぞ？　お前の占いなど、ねじ曲げてやる。ここから出ていくなど二度と言えなくしてやるからな」

　そう言った董星の表情は、どこか切羽詰まったような印象がある。

（あ……）

　ふと、彼の頭の気の流れが悪くなっていることに気付いた。出会った日ほどではないが、ぐるぐると気が絡まっている。彼はそんな素振りを見せないけれど、きっと頭が痛いはずだ。

「陛下……」

　紅稟は手を伸ばすと、彼の頭に触れる。

　危機的状況ではあるものの、このままにしてはおけない。紅稟は自分の気と彼の気をなじませて治療を施す。

「……っ」

　董星が目を瞠る。一瞬、瞳が揺れた。

（これで大丈夫……）

　気の流れをよくすれば、彼は興がそがれたかのように身を起こすと、寝台の淵に腰を下ろした。

「お前は、このような時でも余を優先するのか」

　その切なげな声に胸がしめつけられる思いがする。

　しかし解放されたので、逃げるには絶好の機会だ。紅稟は乱れた衣服をさっと整えると、寝台から下りる。

「田舎者の私には陛下の妃など、とても務まりません。その覚悟もありません。私はどうしても故郷に帰らなければならないのです」

「……」

　董星は無言のままだ。今なら、ここから出ていくことを許してくれそうな気がする。

　紅稟は静かに部屋を出ていこうとしたが、数歩足を進めたところで董星が立ち上がった。そして、紅稟の足に縋りつく。

「行かないでくれ！」

「へ、陛下！　なにをなさっているのですか！　お立ちください！」

「嫌だ！」

　紅稟の足に腕を回し、頬を当てる。

　子供が駄々をこねるのならかわいいが、立派な体躯の男だ。しかも、この国の皇帝である。

「俺を一人にしないでくれ……！」

　余という取り繕った一人称ではなく、俺と言ったことに彼の素が出た気がした。彼は今、一人の男として紅稟を欲している。

「欲しいものはなんでもやる。望みもなんだって叶えてやる。だから、俺の側にいることを選んでくれ。……どうか、ここに残ると言ってくれ」

「私の意思で、ここに残れと。……命令はされないのですか？　私は陛下の命令には逆らえませんが」

「それでは意味がない。お前の意思で、俺と一緒に生きると選んでほしい」

　命令はしないまでも、この状況に紅稟は心が乱される。

　国で一番偉い男が全裸で縋りついているのだ。もしこの状況を誰かに見られたのなら、処罰されるのは紅稟のほうである。

　董星は頭がいいから、皇帝である自分がここまでして紅稟に縋ることの意味をわかっているだろう。そして、それが紅稟に与える影響も。

　今、彼はなりふり構わず全力で紅稟を引きとめにかかっている。

「陛下……」

　あの董星がここまでしたということに、紅稟の胸が震える。

　けれど、一時の迷いで決められない。

（ここに残れば母さんは殺されるし、私も彼の妃として国のために生きなければならない）

　董星が紅稟の他に妃を望むとは思えず、承諾すればおそらく皇后になるだろう。その責任は重大で、多くの試練と困難が待ち受けていることは想像に難くない。

　それに対して董星は、全裸で縋りつくという無様な姿を晒したところで、後の人生が大きく変わるわけではない。

　ここに残るという決断をした場合、人生が大きく変わるのも、捨てるものが多いのも紅稟のほうだ。

（私にはまだ、その覚悟を決められない。もし、覚悟するなら……）

　紅稟は彼に声をかける。

「陛下。私は故郷に戻らなければなりません。戻りたいのではなく、戻らなければならないのです」

「……っ」

　董星がはっとして紅稟を見上げる。

「今の状態では私は妃になれません。ですから、もし陛下の運命の人が私だと思うのなら、すべてを綺麗に整えて私を迎えに来てください」

　郷里の母を思えばここに残れないのは当然として、皇后になった場合に待ち受ける試練と困難を考えれば、当然董星も試練を乗り越えるべきだ。紅稟を心の底から欲しているのなら全裸で縋りつくだけではなく、「この人となら一緒になっても大丈夫だ」と思わせてくれなくては。

　紅稟がなぜ帰らなければならないのか、懇切丁寧に教えるつもりはなかった。

　これだけの情報で董星が例の官吏を極秘裏に突きとめ処分し、紅稟も母も無事だったならば――董星がそれだけのことをやってくれたのならば、その時は覚悟を決めると心に誓う。

（私が問題なく陛下のお側にいられるようにしてくれたなら、その時は……）

　足に回された腕がするりと落ちて、紅稟は解放される。

「すべてを整える……」

　ぽつりと董星が呟く。視線が交わるが、彼の目は先程とは打って変わって、なにかを決意したような強い眼差しを取り戻していた。

　紅稟の言葉の裏に、なにかが隠されていると気付いたのだろう。

「……心得た。お前は大層役に立ったから、褒美をやろう。さらに、我が側近を一人下賜する。お前は後宮や余の私室の間取りを知っているだろう？　他言せぬよう監視役も兼ねるから、拒否は許さぬ」

　玉座にいる時のような重々しい口調に戻ると、彼は立ち上がり脱いだ服をてきぱきと身にまとっていく。その横顔は紅稟のよく知るものであった。

「恐悦至極にござります」

　紅稟は恭しく跪拝する。

　跪いたまま、今度は紅稟が彼を見上げた。これが本来のあるべき形である。

　董星は皇帝であり、紅稟は臣下どころかただの民草だ。むしろ、竜顔を見ることすら許されず、額が地につくほど頭を下げるのが普通である。

「待っていろ」

　別れの言葉ではなく、そう董星は呟く。

　大陸を統一するよりはささやかな試練であるが、彼は間違いなく成し遂げるのだろうなという予感がした。

















六章　そして皇帝は跪いた












　後宮での贅沢な暮らしも悪くはなかったけれど、やはり住み慣れた土地のほうが好きである。

　占いの仕事を終えた紅稟は、まっすぐに家に向かわず集落を散歩してから帰ろうと思った。

　――紅稟が自分の州に戻ってから一年が経った。

　そう、一年も経ったのである。

　董星は間違いなく有能だ。だから紅稟を脅していた官吏を突きとめるくらい彼ならすぐだろうと思っていたが、気がつけば季節が一巡していたのである。

　一年も経ったとなると、もう董星が紅稟を迎えに来ることはないだろう。

　あの日、紅稟が董星の部屋を出ると、そこには例の官吏を含めて大勢の人がいた。皇帝の宮への出入りを許される者たちなので高官ばかりである。

　激高した董星にあんな風に連れていかれたものだから、彼が紅稟を抱くとでも思ったのだろう。董星が女性を抱くのならば、相手は運命の人でなくても構わないし、そもそもお気に入りの紅稟を娶ってくれれば大歓迎だ。

　さあ世継ぎができるような行為をしてくれるのかと期待に胸を躍らせながら待機していたところ、すぐに紅稟が部屋から出てきたので、扉の前にいた彼らは困惑の表情を浮かべる。

　……もっとも、例の官吏だけは顔に安堵の色を見せていたけれど。

　こうして部屋の前までおしかけられるとなれば、気軽に誰かを抱く気にはなれないだろう。紅稟は董星に少しだけ同情してしまう。

「ご期待に添えないようで申し訳ございませんが、私と陛下の間にはなにもありませんでした。ここを去る私に褒美をくださるとのことで、その話をしていただけです」

　紅稟ははっきりと宣言する。行為に及ぶにしては滞在時間が短すぎるが、もしかして……と変に期待する者がいるかもしれないので、あえて言いきった。例の官吏に向けての発言でもある。

　ふと気になって例の官吏に視線を向けてみたが、死相は出ていなかった。

　その後、紅稟は後宮を出る。皆残念そうにして別れを惜しんでいたが、強く引きとめる者はいなかった。

　紅稟自ら「不幸を呼び寄せる」と言ったのだ。紅稟が凄腕の占者なのは皆が知っているので、このまま後宮に残っては大変なことになると恐れたのだろう。

　早く追い出したいのか、例の官吏が馬車を手配してくれていたので、下賜された……もとい、紅稟の見張り役である側近の忠飛ちゅうひと共に自分の州へと向かう。

　忠飛はいつも董星の後ろに控えていた護衛兵だ。年は四十過ぎ。ずっと皇帝の側にいた人間を田舎に連れていっていいのかと困惑したけれど、彼は気にしているそぶりもない。

「俺は独り身ですし、親もとっくにいません。陛下の勅命とあらば、どこにでも赴きます」

　忠飛はそんなことを言って紅稟を安心させてくれた。家族がいないならばまだましと思いつつ、それでも罪悪感は残る。

　そして一年経った今も彼は紅稟の地元に滞在をし続け――気がつけば、母親といい仲になっていた。

　母親は四十三歳だ。忠飛よりほんの少しだけ年上だが同世代である。

　紅稟の護衛の仕事を兼ねている彼は、夜も家の前で寝ずの番をしようとしていたが、「陛下の側近なんてお偉い人を家の外に出しておくわけにはいかない」と、母親が無理矢理家の中に入れさせたのだ。

　確かに、紅稟も彼を家の外に立たせておくのは気が引けるから、家の中にいてもらったほうがいい。

　忠飛も最初は遠慮したけれど、同じ建物の中にいたほうが警護しやすいと思ったのか、結局一緒に住むようになってしまった。

　そして、気がつけば母親といい感じになっていたのである。

　母親の見た目は四十代には見えないほど若い。三十そこそこでも通じるし、声もかわいらしかった。紅稟のように気が強い性格でもなく、穏やかで人当たりもいい。

　優秀な人物が集まる王都には気の強い女性が多かった。国に仕える官女たちはああいう雰囲気なのだろう。そうなれば、紅稟の母が新鮮に思えたのかもしれない。

　ともあれ、いつの間にか二人は恋仲だ。

　交際を始めたと言われていないけれど、見ればわかる。紅稟に言いづらいのかもしれないが、自分だってもういい年だ。親の恋路を邪魔する気はないし、むしろ応援したい。

　ただ、母親の運命の人を占いたいと思わなければ、占ってほしいとも言われなかった。

　――運命の人と必ず結ばれるとはかぎらない。

　なにかしらの理由があって運命の人だと天に定められても、誰もが生涯を共にするわけではなかった。

　紅稟は董星と気の波長が合うから運命の人なのだ。

　でも、ただそれだけ。人生を決める一番の要因は人間の行動である。死相だって寿命や病なら回避不能だが、事故なら行動次第でなんとかなるのだ。

　董星にとって紅稟の側はさぞかし居心地がよかったのだろう。だからこそ、ただ側にいるだけで惹かれたし、手放すのが惜しいと思った。

　しかし、一度離れてみたら、意外と平気だったに違いない。

　紅稟を脅した官吏はやり手だ。紅稟が去った後、「運命の人はあの者の娘だ」と噂になるように仕立て、うまいこと董星に引き合わせたのだろう。

　そして、彼の娘は董星の気を引いたのだ。

　董星と紅稟はつねに誰かに見られている。どんな会話をしていたのか、その情報を手に入れるのは容易いだろう。あの官吏なら、董星に気に入られるように自分の娘を徹底的に指導したはずだ。

　紅稟が去り寂しくなったところを、紅稟に似た性格の女性に慰められたら、ころっと落ちてしまうのではないだろうか？

　だからこそ、董星は一年経っても迎えに来ない。

　あの官吏だって死相は出ていなかった。董星の性格上、黒幕を突きとめたら即座に処刑しそうだが、彼がそうしなかったのは娘を気に入ったからに違いない。

　あの官吏の娘なら、妃としてふさわしい身分と教養を持ち合わせていると思う。世継ぎを産んでくれるだけでなく、皇后の器も持ち合わせているのなら官吏たちは大歓迎だろう。

　結局、皇帝が新しい妃を迎えたとか、子供が産まれたとかいう噂は耳に入ってこない。

　しかし、辺境だから情報が届くまで時間はかかる。董星がここに来ないことがすべてを物語っていた。

　紅稟も董星に惹かれていたのだから、ほんの少しだけ胸が痛む。

　とはいえ迎えに来ない彼に怒りを覚えたりはしなかった。

　そもそも、母親の命がかかっていたとはいえ、後宮を出ることを決意したのは紅稟自身だ。それに、皇后になる覚悟もない。

　迎えに来ないことを寂しく思うと同時に、安心している自分もいた。

　董星にとって運命の人は紅稟であったが、最終的に選んだのは別の女性だったというだけのこと。むしろ、彼が妃を迎えるきっかけになったのが紅稟なので、そういう意味では運命の人だったのかもしれない。

（まあ、もうどうでもいいわ。今はただ、陛下の幸せを祈るだけ）

　ただ、董星の側近である忠飛をこんな田舎に置いたままでいいのか、それだけが気がかりだった。

　紅稟は董星と政治的な話を一切していないし、国家機密も知らない。それでも、皇帝の宮のどこに寝室があるのか、後宮はどのような間取りになっているのかを知っているのだから、そういった情報が欲しい者もいるのだろう。

　皇帝に敵意を持つ者にしてみれば、一時的でも董星に寵愛された娘というのは利用価値があるのかもしれない。

　紅稟はまだ監視対象なのか、忠飛にはきちんと禄が支給されているようだ。彼を養えるだけの稼ぎはあるし、董星からもらった褒美を換金すれば一生遊んで暮らせそうだけれど、忠飛の所属が依然として国にあることにほっとしてしまう。

　董星の護衛をしていたのなら、剣の腕はかなりのものだろう。そんな彼を辺境に連れてきたあげく、無職にしてしまったら申し訳が立たない。

（でも、忠飛殿はこれからどうするつもりなのかな。母さんと結婚して、このままここで暮らす？　それとも、いつ陛下のもとに呼び戻されてもいいように恋人のままで居続けるとか？）

　自分が恋とは無縁になってしまったぶん、身近な人の恋路が気になってしまう。

　勝手に二人の今後を考えていると、声をかけられた。

「紅稟様」

「わっ！　……忠飛殿、どうしました？」

　考えていた相手が突然目の前に現れて、紅稟は驚く。

「そろそろお時間ですので、集落の入り口にいらしていただけたらと」

「え？　なんの時間です？」

「行けばわかります」

　そうとだけ言うと、忠飛はまた姿を消す。紅稟の視界には入ってこないけれど、どこからか紅稟を見ているのだろう。

　わざわざ隠れる必要はないが、彼が母親と恋仲であるのは明らかだ。娘である紅稟以外も、みんな薄々気付いている。

　とはいえ、こんな田舎では護衛という概念はない。もし彼がずっと紅稟の側にいたら、母子ともに手を出すなどとんでもないと悪評が広まってしまうだろう。

　だから彼はあえて遠くから紅稟を警護しているのだ。

（時間ってなんのことだろう。とりあえず、入り口に行ってみようかしら）

　紅稟は大人しく忠飛に従う。

　この集落は、ぐるりと背の高い柵に囲まれている。近くには山があるので、猪や鹿が集落に侵入して畑の作物を食べてしまわないように対策しているのだ。

　もちろん、余所者が来た時にすぐわかるようにする理由もあった。

　ならずものなら柵くらい乗り越えるだろうが、常識があるならきちんと入り口から訪れるだろう。

　外部からこの集落を訪れる者の大半が占い目的なので、入り口には受付の者が常駐している。そして要望を聞き、占ってほしい内容と提示された金額にふさわしい占者を紹介するのだ。

（もしかして、私に新しいお客さんがいらっしゃったのかしら）

　今日の仕事は終わったと思ったが、至急の依頼が入ったのかもしれない。

　それでも紅稟は占いをする場所で待機し、相手のほうに来てもらうのが常である。わざわざ紅稟が出向くなど、よほど高貴な身分の人なのだろうか？

「あら？」

　集落の入り口に近づくにつれ、なにやら人だかりができているのが見えた。しかも、やけに豪奢な馬車が並んでいる。

「え……」

　その馬車には見覚えがあった。

　――この国でただひとつ、皇帝のみが乗ることを許される馬車だ。

　そして、ずらりと兵士が並んでいる。

　驚いた紅稟が足を止めると、兵士の一人と目が合う。すると、その兵士は皇帝の馬車に向かい、なにかを伝えていた。

（まさか……）

　しばらくして馬車の扉が開き、そこから一人の男が下りて来る。

　艶やかな黒髪に、切れ長の一重の眼差し。馬車から降りるだけの動作も麗しい彼は紛れもなく董星だった。

　皇帝の馬車から降りてくるのだから彼以外ありえないが、紅稟は硬直する。

　董星の放つ威圧感は相当なもので、その場にいた集落の者は皆地面にひれ伏した。董星は彼らには目もくれず、まっすぐ紅稟のもとに向かってくる。彼はなにやら赤い布のようなものを手に持っていた。

「久しいな、紅稟」

「……っ、陛下」

　呆然としていたもの、声をかけられた紅稟ははっとして跪く。挨拶をしようと口を開けば、「堅苦しい言葉はいらぬ」と止められた。

「立て」

「はい」

　言われた通りにすると、膝についた砂を彼が手で払ってくれる。皇帝自らそんなことをするなんてと、頭を下げたまま横目で様子を見ていた集落の人たちが驚きの声を漏らした。

「紅稟。迎えに来たぞ」

　そう言って董星は布を差し出してくる。受け取った瞬間、鉄みたいな匂いが鼻をついた。

　赤い布だと思っていたそれは、血に濡れた官服である。

「……っ」

　ぞわっと、全身が怖気立つ。その布からは怨嗟の念が伝わってきた。

　これが誰の官服なのか、聞かなくてもわかる。あの官吏のものだろう。

「お前を迎える舞台を整えるのに、思ったより時間がかかってしまった」

　董星がしみじみと言う。

　紅稟が立ち去る前、あの官吏に死相は出ていなかった。

　この官吏を処刑するまで時間がかかったのだろう。紅稟の顔相の腕はそこまでではない。死ぬまでに半年以上もあったなら、死相が視えなくて当然である。

「一年も陛下の目を欺くなど、よほど優秀な官吏だったのでしょうか」

　彼ならすぐに見つけるかと思ったが、難航したのかもしれない。紅稟の予想以上にあの官吏が優秀すぎたのか。

　しかし、董星は「違う」と言って片手を上げた。すると、一台の荷車が紅稟たちの近くまで運ばれてくる。

　荷台の上に乗っていた掛け布が取り払われると、そこには服が山積みになっていた。一体、何人ぶんだろうか？　官服が多いように見えるが、兵士の服や女性ものの服も混じっており、しかも血がついている。

「あの官吏だけを処分したところで、どれだけの意味があるというのか。お前を妃として迎えた後、あやつと同じことを考える者が出てくるかもしれぬ。だから徹底的に洗いだした」

「え……」

「まず、余の運命の人だというあの官吏の娘を妃候補として後宮に招いた。ただの候補だから余は指一本触れておらぬが、いい囮になってくれたぞ。命を狙われ、毒を盛られ……最後には泣きながら後宮を出ていったな。あの官吏の娘とはいえ、一連の計画に絡んでいたわけでもないし、役に立ったから殺すのは見逃してやったが」

「……っ」

　董星は微笑むが、紅稟は背筋が凍りつく。

　候補になっただけで命を狙われるなど、彼の妃になるのはかなり危険なことなのだと、改めて思い知った。

「もちろん、この村に放たれた凶手もすべて捕らえ黒幕を吐かせた」

「え？　私も狙われていたんですか？」

「当然だろう。お前が余のお気に入りだというのは周知の事実だ。利用価値があるとして、誘拐しようとした者もかなりいたな。……まあ、すべて処分したが」

　この一年、紅稟は平和に暮らしていたし、何者かに狙われたことは一度もなかった。それどころか嫌な気配など微塵も感じなかったし、わずかでも死相が出れば周囲が教えてくれるはずだ。

　それはすべて忠飛のおかげなのだろう。彼が警護になった時点で、この村で紅稟が殺されるという運命はありえなくなったのだ。だから死相すら出なかった。

　勘の鋭い紅稟にまったく気付かせずに凶手を捕らえるなど、忠飛はどれだけすごい人なのかと思ってしまう。さすが、ずっと皇帝の側にいた男だ。

「ともあれ、あの官吏はもちろんのこと、妃候補やお前を狙った愚か者たちの末路があれだ。本当は右耳でもとってこようと思ったが、腐りそうだったからな。服を剥ぎ取るだけにした」

　董星が荷車で山積みになった服に視線を走らせる。どれだけの人が処刑されたのか考えたくもない。

「余の妃となる女を……そして紅稟に害をなそうとするとどうなるのか、はっきりと示してきた。もう愚かなことをする輩は出てこないだろう。……もしいたとしても、お前に気付かせる前に処分してやる。絶対にお前を守る。だから、紅稟」

　董星が紅稟の前で跪く。――皇帝が、皆の前で。

「余の妃になってはくれまいか？」

　手を取られ、そこに口づけられる。

「陛下……」

　彼は紅稟の言った通り、すべてを片付けて迎えに来てくれた。しかも、紅稟が望んだこと以上をやってのけたのである。

　ならば、次は紅稟の番だ。董星がここまでしたのだから、紅稟も皇后という重責に立ち向かわなければならない。

（……腹をくくらなければ）

　紅稟はふうっと大きく息をついてから答える。

「仰せのままに」

「紅稟……！」

　董星は立ち上がると、紅稟を引き寄せて抱きしめてくる。懐かしい匂いがして、胸が温かくなった。

　もう離さないとばかりに、背中に回された手に力がこめられる。

　これで紅稟の進む道は決まった。もう後戻りはできない。彼と共に行くしかないのだ。

　逃げることは許されない――まあ、逃げるつもりもないけれど。

　紅稟をはやし立てるような声が遠くから聞こえる。

　生まれ育った場所で抱擁している姿を見られるのはとても恥ずかしかったけれど、董星がとても幸せそうだったから、彼の気が済むまで紅稟は大人しくしていた。

















終章　全身を愛に貫かれて












　董星が紅稟を迎えに来た日からひと月――。

　母親も王都に移り、忠飛と結婚した。住む場所は違うものの、母親を州に一人で残さずにすんで紅稟はほっとしている。なにより母親はとても幸せそうで、その笑顔を見ているだけでも嬉しくなった。

　そして母親から遅れること二週間、紅稟の結婚式が執り行われた。

　今まで妃を持とうとしなかった董星のことだから、妃を持つにしても式は挙げないか、やるにしても簡素なものだろうと勝手に考えていた紅稟は、式の準備段階からかなりの規模になっていることにとても驚く。紅稟を迎えに来る前にある程度の手配をしてくれていたようだが、それでも寝る暇がないくらい忙しかった。

　国を挙げての盛大な式である。どれほどの金子が費やされたのか考えるのも恐ろしい。

　しかし、その豪華すぎる式のおかげで、紅稟は董星の妻になるだけではなく、国母になるのだと強く実感した。

　紅稟は董星の妃候補に挙げられていたどの女性よりも家柄や教養はないだろう。それでも、国のために――そして董星のために尽くすのだ。

　責任は重いけれど、それを嫌だとは思わないし、最大限に尽力すると心に決める。

　そして、皇后となれば当然夫の相手をするのも重要な責務であるが――。






「ま、待ってください陛下。少し落ち着いてください」

　紅稟は自分に覆い被さってきた董星の胸を必死で押し返す。

　董星が迎えに来てから挙式までの間、口づけは交わしたものの、彼が手を出してくることはなかった。

　彼はもう三十八歳だし、精力が衰えているのかもしれない。

　そう思って迎えた初夜、呼吸もままならないほど口を吸われて、紅稟は軽い混乱に陥っていた。

「これ以上、待たせるつもりか？　初夜ならば当然こうなることくらい予想していただろう？　まさか、いい年した男と女が枕を並べて眠るだけだと思っていたのか？」

　紅稟を組み敷いたまま、董星が小首を傾げる。

「もちろん、覚悟はしておりました。しかし、その……今日までこういう触れかたをされなかったので、陛下は閨事にあまり興味がないのかと思っていたものですから、少々戸惑っております」

「他の女には興味はないが、お前だけは例外だ。だが、初夜より前に手を出したら抱き潰し、式の準備にも支障が出てしまいそうだからな。わきまえたが、もう待つ必要はないだろう？」

　そう言って、董星が腰を押しつけてくる。熱く硬いものを布越しに感じ、紅稟はびくりと肩を震わせた。

　見たこともあるし、口に咥えたこともある。しかし、今日はとうとうこれを受け入れるのだと思うと、やはり緊張してしまった。

　しかも、彼は「抱き潰す」とまで明言しているのだ。

　紅稟はまだ二十半ば。性交の経験はないが、体力はそこそこある。

　四十手前の董星が若い紅稟を潰すほど精力的だとは思えないが、彼の心意気に尻込みしてしまった。

　先程の口づけだって、それはもう凄まじかったのだ。彼は本当にやる気なのだろうか？

「だ、抱き潰す……ですか？」

　紅稟が口元を引きつらせる。

　そんな紅稟の思惑を読み取ったのか、董星が双眸をすっと細めた。

「男の盛りを越えたゆえ、ろくに使えぬとでも思ったか？　身をもってわからせてやろう。なに、心配するな。お前は俺に任せておけばいい。忘れられない夜にしてやる」

　彼の素の一人称である俺という言葉が口から零れる。もう紅稟の前で取り繕うつもりはないのだろう。

「陛下、……んっ」

　話は終わりだとばかりに唇を奪われる。そして、やはり彼は唇の閉じた部分を舌先でなぞった。

　先程もこれをされ、口を開いた途端に熱烈な口づけが始まった。

　無理矢理舌をねじこんでくればいいものを、わざわざ紅稟の意思で受け入れることを示させるなんて、彼は本当にいい趣味をしている。

（唇を開けば、また息もできないような深い口づけをされる。でも……）

　請うように、何度も何度も往復する舌先。紅稟が唇を開かないかぎり、ずっとこのままだろう。

　あきらめたように唇を開くと、彼の手が紅稟の頭をよしよしと撫でる。それから後頭部を押さえられ、舌が侵入してきた。

「んうっ……」

　もともと押し倒されていたけれど、その状態で頭を押さえられると無性に胸が騒いでしまう。舌の根まで強く吸われ、歯列をなぞられ、口内が蹂躙された。

「はぁ……ん、んむっ、んぅ……う」

　口づけているだけなのに、お腹の奥がじんと熱くなる。

　無意識に腰が揺れれば、彼は下腹部を強く押しつけてきた。脚の付け根から、なにかがとろりと溢れ出してくる。

「んっ、ん……ぅ、はぁ」

　再び頭を撫でられた後、後頭部を押さえていた手が紅稟の帯に触れた。初夜ということで、脱がしやすいように着付けられている。

　帯の端を引かれれば、はらりと前がはだけて肌が露わになった。

　止まらない口づけにいっぱいいっぱいで、さほど羞恥心はこみ上げてこず、前を隠す余裕もない。

「んっ？」

　ひょいと背を支えられ、衣から腕を抜かされる。あっという間に裸にされ、脱いだ服を寝台の隅に押しやられた。

　脱がす時くらい唇を離せばいいのに、ねっとりした口づけはやむ気配もない。

　大きな掌が紅稟の肩に触れた。よしよしとあやすように撫でた後、ゆっくりと紅稟の胸を覆う。

「……っ！」

　そこまで大きくもない乳房は彼の手に包みこまれ、優しく揉みしだかれた。

　胸くらい、身体を洗う際や着替えの時にいくらでも触れている。

　それなのに、董星に触れられると妙に変な気持ちになってしまった。気がつけば、胸の頂きがつんと尖る。

　主張を始めた先端を彼の掌で擦られると、びくびくと腰が疼いた。

　もちろん、口づけはずっと続いている。唇が腫れてしまわないか心配になるくらい、董星は執拗に紅稟の唇を堪能していた。

「……っ、む、……んぁ」

　唇の隙間から零れる声が、どんどん舌足らずで艶めかしい音になっていく。

　焦れたように腰が揺れれば、董星は胸の先で硬くなった桃色の部分を指先でつまんだ。ぴりっと、強い快楽が身体を走り抜ける。

「んむっ、んっ！」

　ぐりぐりと指先でこねくられた後、軽く引っ張られた。かと思えば、指先で押しこんでくる。

（胸って、触られるとこんなふうに感じるのね……）

　驚き半分、戸惑い半分。董星の指先は快楽を生み続けた。胸の先がじんと痺れ、お腹の奥がずくずくと熱を持つ。

　じっとしていられず、右に左にと紅稟の腰が揺れた。それでも董星は紅稟の胸をゆっくりと、丹念にかわいがる。

（あっ……！）

　自分の身体の中から溢れた蜜がつうっと流れて、敷布を濡らしていることに紅稟は気付いた。まだ少しも触られていないそこは熱を持てあまし、大量の愛液を溢れさせている。

　その恥ずかしい場所に、早く触れてもらいたくなった。下腹部に熱がこもり、紅稟は頭がおかしくなるのではないかとまで思い詰める。

　胸への刺激も、口づけも気持ちがいい。

　けれど、一番快楽を求めている場所を放っておかれて、とても切なくなってしまった。

　紅稟は腰を浮かせ、ねだるように彼の足に自らの下肢を押し当てる。

「ん……」

　そこで、ようやく彼は長い口づけをやめてくれた。

　唇が離され、紅稟は口から新鮮な空気をたくさん取りこめる。鼻だけでは満足に呼吸できなかったので、夢中で息をした。

「はあっ、はぁ……」

　ぱっくりと開いた唇の端から唾液が溢れていく。手で拭おうとする前に、董星がそれを舐め上げた。

「んっ！」

　熱い舌が頬を伝うのにも感じてしまい、身体が震えた。

「俺には気とやらは見えないが、今のお前の気はさぞかし乱れているのだろうな」

　さぞ愉快そうに笑いながら、彼は紅稟の脚の付け根に手を伸ばす。秘裂に触れた瞬間、くちゅりと淫猥な水音が響く。

「おや？　こんなになっていたとは。気がつかなくてすまなかったな、紅稟」

　紅稟の顔を覗きこみながら彼は口角を上げた。なんて意地の悪い笑顔なのか。

　言い返す気力もなく恨めしげに睨み返せば、すっと両目を細める。

「そう怒るな。俺は一年もお預けをくらっていたんだぞ？　それに比べたら、お前は一晩ですべてを与えられるわけだ。少し焦らすくらい許してくれ。……かわいいから、ついいじめたくなる」

　ちゅっ、ちゅっと紅稟の額に、頬に軽い口づけを落とす。少し唇が触れただけなのに、かわいくてたまらないといった感情が伝わってきた。

「紅稟……」

　熱を孕んだ瞳が紅稟を捕らえる。

　彼はじっと顔を覗きこんだまま、指先で秘唇をめくった。

「ああっ」

　何度も何度も、閉じられた花弁をめくられる。

　桃色の粘膜が外気に晒され、内側に留まっていた蜜が溢れ出した。それは紅稟の腰の下にどんどん染みを作っていく。

　今、その部分は彼に見られていない。董星はずっと、紅稟の顔を見ていた。それでも、とにかく恥ずかしい。

「んっ、あぁ……、ん」

　さんざん秘唇を弄ばれた後、柔らかくなった蜜口に彼の指が潜りこんできた。濡れそぼったそこは、彼の指を簡単に受け入れる。

「……っあ！」

　痛みも異物感もない。まるで、初めから彼を迎え入れるために存在する場所のようだ。

　紅稟がすんなりと指を受け入れたことに気付いた彼は、もう一本指を挿れてくる。

「あっ」

　さすがに二本となると、少し引きつるような感覚に襲われた。それでも痛くはないから不思議だ。

　二本の指が紅稟の媚肉をなぞり、狭い場所を内側から押し拡げてくる。さらに、その指を出し挿れされた。

「んっ、んうっ……、はぁ……」

　胸に触れられていた時は確かに快楽を感じ、腰に熱が溜まっていた。触ってほしくて仕方なかったその場所にようやく触れられているというのに、欲しかった感覚とはほど遠い。

　不快感はないけれど、なんとも奇妙な感じだ。

　ただ、彼の指によって、そこがどんどんほぐされていくのはわかる。

　彼の指がある一点を掠めると、ぴりっと痺れるような感覚がしてきゅっと中が閉まる。しかし、彼の指がその場所に再び触れてくることはなかった。

　さらに指が増やされるけれど、やはり丹念に拡げられるだけで、快楽にはほど遠い。

（私に閨の経験がないから、感じられないのかしら……？）

　初めては痛いというし、なかなか膣では感じられないと聞いたことがある。

　董星は口づけもすごかったし、胸に触れる手つきもかなりのものだった。色事が下手なはずはない。

　おそらく、紅稟の身体が未熟できちんと快楽を拾えないだけなのだろう。

　紅稟がそう結論づけると、束ねた指を一気に引き抜かれる。

「んうっ！」

　どぷりと蜜が溢れた。粗相でもしたように敷布は大変なことになっている。

　董星はふやけた指先を舐め取ると、己の服を脱ぎ始めた。

　あれからひとつ年を重ねたが、彼の肉体は衰えを知らず逞しいままだ。腹につきそうなくらい反り返っている陽物も、とても四十手前とは思えない。

　董星は紅稟の秘処に手を伸ばして蜜を掬うと、雄杭に塗りつけた。てらりと濡れ光るそれを見て、紅稟はごくりと喉を慣らす。

（私、とうとう――）

　彼は自らのものに手を添え、蜜口にあてがってきた。身も心も彼のものになるのだと、紅稟は感慨にふける。

　胸に触れられていた時はともかく、下腹部をほぐされている時は快楽に溺れなかったので、多少の余裕があったのかもしれない。

　しかし、彼が腰を進めると同時にそれは一転する。

「ひあっ！」

　彼のものが入ってきた瞬間、どうしようもない快楽に身体が襲われた。

（え？　なに、これ？　どうなってるの？）

　わけがわからず手をもがかせれば、落ち着けと言わんばかりに頭を撫でられる。

「紅稟はどこが感じるのか先程指で把握した。そこを刺激しながら、ゆっくり進めようか」

「え……っ？　……んっ！　あぁ……っ」

　丸みを帯びた先端が、入り口付近の部分をめがけて突いてくる。

　彼は剛直をすべて挿入しようとはしなかった。ほんの少しだけ紅稟の中に潜りこませ、浅い抽挿を始める。

「やはり、初めては俺のもので快楽を与えたいからな。指ではあまり触らないようにし、とっておいた」

「あうっ！　あっ、あぁ……んっ、んうっ」

　破瓜にいたる部分よりもかなり手前で彼は腰を揺らした。

　彼が目をつけていた通り、そこはどうしようもなく感じる場所であり、突かれるたびに快楽に襲われる。

（私の身体が未熟すぎたわけでも、陛下が下手だったわけでもない。逆に、陛下がうますぎたんだわ……）

　なぜあれほど秘処をまさぐられたのになにも感じなかったのか、答えは得た。そして、お預けにされていた快楽を叩きこまれる。

「ひうっ、ん、ぁ……」

　浅い場所を突かれると、まだなにも受け入れていない奥の部分が疼いてくる。大きな雁首が淫唇をめくりながら何度も出入りして、繋がっている部分が熱を持った。

　がくがくと腰が震えてくる。

「あっ、ああ……！　陛下……！」

　互いの性器は繋がっているものの、挿入が浅すぎてまだ破瓜にはいたらない。はたして、これを性交と言えるのだろうか？

　それでも、我慢できないほどの気持ちよさが結合部から広がってきて、紅稟の指先まで伝わっていく。

　なにか、大きな波が近づいてくるのがわかった。

　少しだけ入ってくる彼の先端をしめつけながら、蜜口が打ち震える。

「遠慮するな、紅稟。俺のもので好きに果てるといい」

「はぁ……っ、あ。……っ、あ――」

　背筋が仰け反り、彼の先端を強くしめつける。

　目の前で星が散ったような錯覚に襲われた。

　頭が真っ白になり視界がぼやける。紅稟の媚肉が彼を誘うように、奥へと波打つ。

　すると、董星がゆっくりと腰を進めてきた。もちろん、紅稟が好きな場所を意識的に擦りながら。

「はっ、あぁ……」

　今度は奥まで入りこんでくる。ある一点を通過する時に痛みはあったが、この身体を包む大きな快楽に比べたら些細なものだった。

　隘路が開かれていき、こつんと最奥に先端が当たる。

「はぁ……っ、紅稟……」

　根元まで挿入したのを見届けた後、膝立ちになっていた董星は紅稟に覆い被さってきた。そして口づけを与えてくる。

「あっ、あぁ……」

　達したばかりの紅稟の中は、ひくひくとわなないていた。自発的に彼のものをしめつけ、その硬さを如実に感じてしまう。

「紅稟、紅稟……！」

　震える唇を吸いながら、董星はゆっくりと腰を動かした。大きな雁首が媚肉をひっかく感触に、腰がくだけそうになる。

「ああ……これで、俺の女だ……。誰にもくれてやるものか」

「陛下……」

　幸せを噛みしめている様子の董星に胸がじんとしてしまう。

　しかし、そんな気持ちも彼の腰の動きが速まれば快楽にかき消された。

「んあっ！　あっ、あ……」

　硬い雄杭が抽挿されると、結合部がどんどん熱くなった。初めてなのに痛みはない。じわじわとした悦楽が忍び寄ってくる。

「ああ……今はまだ、擦られるのが気持ちいいようだ。だが、この夜が終わる頃には、ここ」

　ずんっと、最奥を穿たれる。

　快楽とはまた違った、なんともいえない感覚に襲われた。むずがゆいような、不思議な感じである。

「この部分が一番よくなっているだろうな」

　ぐりぐりと先端を押し当てられる。

「妃を迎え世継ぎを作るのは誰かに望まれた行為であり、自分が望むことはないと思っていた。だが今は違う。俺はお前を欲した。お前を望んだ。この世でただ一人、紅稟だけを。どんな形であれ、お前が俺の隣にいる未来を俺は望む」

　董星はそう言いながら、紅稟に口づけた。

「まさか俺が一人の女を思い、一人の女のためにここまでの行動を起こすようになるとは思わなかった。この俺が一年かけて女を娶る準備をするなど……。だが、悪い気分ではない。それどころか俺は今、幸せだ」

「陛下……」

「董星と呼べ。俺の前でこの名を口にできるのはお前だけだ」

「……董星様」

　彼の名を紡げば、ひときわ強く奥を突かれる。彼の腰の速度が増し、紅稟は再び快楽に押し流されそうになった。

「あっ、ああ……っ、董星様……」

　彼の背中に必死になってしがみつく。

「紅稟」

　董星は奥を刺激するよりも、媚肉を擦るのを優先するような腰使いで紅稟を乱した。どんどん高みに押し上げられ、紅稟は再び絶頂へと誘われる。

「あっ、ああ……」

　彼の背中に爪を立ててしまう。

　紅稟が果てると同時に、彼もまた精を放った。熱い飛沫が身体の中にたくさん注ぎこまれる。

　性交は普通、男性の吐精で終わりとなる。

　しかし、董星のものは萎えることなく硬いままで、精を吐き出した後すぐに動き始めた。

「ああっ」

　熱い精が奥に押しこまれていく。

「紅稟……」

　口を吸われ、舌を絡められる。この夜はまだ続くだろうと、紅稟はぼんやりと思った。
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「あっ、あぁ……」

　紅稟の掠れた声が閨に響く。

　董星に抱かれて、どれだけ時間が経っただろうか？　まだ外は暗いから夜は明けていないのだろう。

　数えきれないほど、彼の熱を注がれた。五回目までは覚えていたけれど、それ以降は曖昧である。

　一夜でできる性交は限度があると思っていたし、年を重ねれば回数がこなせないものだ。

　しかし、董星は常識を打ち破った。こんなにもずっと抱かれ続けるだなんて、予想もしていなかった。

　もう紅稟の腰はくだけきり、ろくに動かない。胎は彼の精で満たされいっぱいである。声も嗄れた。

　それでも、最奥を突かれれば口から嬌声が零れる。

「あうっ」

　彼の宣言通り、この夜だけで奥を一番感じる部分にされてしまった。今はそこを穿たれるたび、小さい絶頂を繰り返してしまう。

「董星様……っ。どうか、そこは……っ、もう……」

　紅稟はいやいやと首を振る。

「しかし、ここはもっと欲しいと俺に吸い付いてくるぞ」

「あっ！」

　大きく腰を引かれた後、思いきり穿たれる。結合部の少し上から歓喜の飛沫が放たれて董星の下腹を濡らした。

　彼の指摘通り、ぐずぐずに蕩けた膣はまだ衰えを知らぬ雄杭に絡みつき、悦びに打ち震えている。

「ははっ。今宵だけでそんなに俺を気に入ってくれるとは、ンっ、男冥利につきるな。いいぞ。欲するかぎり、いくらでもくれてやる……！」

「あぁ……！」

　欲するどころか、もうやめてほしい。今すぐ寝かせてほしい。

　心からそう思っているのに、身体はさらなる快楽をせがんできゅうっと彼をしめつける。

「紅稟。俺はまだ、ここに触れていない」

　そう言って、彼は結合部の少し上にある陰核を指先でつついてきた。熱く熟れたそこに少し触れられただけで、強すぎる悦楽が体中を駆け巡る。

「あ……っ」

　背筋を仰け反らしながら紅稟は果てた。

　すると、それに応じるように彼が熱を吐き出す。注がれる行為にさえ快楽を覚えてしまった。

「んうっ」

　身体を震わせながら続けざまに果てれば、董星は嬉しそうに微笑んだ。

「俺の精で達するほど感じたのか」

「ああっ」

　腰を揺らし、彼は注いだ精を奥へと押しこんでくる。

「ここの快楽は明日に取っておこう。なに、ここは奥よりも簡単に感じることができる。今日は奥のほうをもっとよく慣らしてやるからな」

「あ、明日って……んあっ！」

　指の腹でぐりっと花芯を押しつぶされると、飛沫が上がり彼の下腹を濡らした。

「ははっ。そんなに明日が楽しみか」

　そう言いつつ、董星は硬いままの陽物をぐりぐりと最奥に押し当ててくる。

　絶え間なく与えられる快楽でいっぱいいっぱいだが、まだ若く体力もある紅稟は意識を手放すこともできず、彼の情欲を全身で受け止める。

　皇后としての責務よりも、彼との夜のほうが大変かもしれないと紅稟はぼんやりと思った。

　――世継ぎができるのは、ここからそう遠くない日のことである。
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